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中央図書館長 長本 次郎  中央図書館副館長 大角 正道 

【経済観光部】 
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農政企画課課長補佐 蔵増 達弘  林務水産課課長 山口 真二 

林務水産課課長補佐 西谷 直之  農村整備課長 坂本 武夫 

傍 聴 者 ２人 

会議に付した事件 別紙のとおり 

午前 10 時３分 開会 

【教育委員会】 

◆田村繁已委員長 おはようございます。ただいまより文教経済委員会を開会いたします。 

本日の日程はお手元に配布のとおり、教育委員会、経済観光部、農林水産部、農業委員会そ

れぞれ議案審査を行いますのでよろしくお願いします。 

教育委員会の審査に入ります。初めに尾室教育長に御挨拶をいただきたいと思います。尾室

教育長。 

○尾室高志教育長 皆さんおはようございます。教育長の尾室高志です。本日は文教経済委員会

の開催ありがとうございます。昨日は本当に大変暑い日で、鳥取市の青谷で 36.1 度ということ

で、全国で一番気温が高かったというようなことでもありますし、夜は夜で 25度を超える熱帯

夜で二十七、八度あったというようなことですけども、エアコンをずっとつけっぱなしでお休

みになられた方も多かったことと思います。また、コロナにつきましても今日から湖東中学校

が再開いたしましたので、今日現在で学級閉鎖、学年閉鎖をしている学校は今のところありま

せん。今後もこのコロナの感染拡大防止、それと併せて熱中症対策にしっかりと取り組んでま

いりたいというふうに思っております。 

それから昨日の新聞報道でありましたとおり、県内各市町村に児童・生徒を誘拐するとか、

毒をまくというようなメールが届いております。鳥取市には今のところ届いておりませんが 28

日に児童・生徒を誘拐するというような内容でございましたので、念のために昨日、各学校を

通じ、保護者にも周知を図ったところでございます。本当にこういったことがないように願っ

ているところであります。 

本日は６月 16日、先週木曜日に御説明申し上げました４件の議案、また、追加提案いたしま

した補正予算につきまして御審査いただきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

議案第 89号令和４年度鳥取市一般会計補正予算のうち所管に属する部分（質疑・討論・採決） 

◆田村繁已委員長 それでは議案第 89号令和４年度鳥取市一般会計補正予算のうち、本委員会の

所管に属する部分を議題とします。 

質疑を行います。質疑のある方は挙手をお願いします。岩永委員。 

◆岩永安子委員 事業別概要 71 ページの学校働き方改革推進事業費ですが、中身は自動採点シス

テムのことです。昨日、次長にもいろいろ質問をしたりしたんですが、この自動採点システム
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ライセンス料というふうになっております。17 校は、中学校 13 と義務教育学校４で 17 校だと

思うんですが、ライセンス料、この後期課程の分だというふうに理解していいのかなというこ

とで、これはそうすると新年度はまた新年度でそういうものが出てくるのかなというふうに理

解します。 

あわせて、このシステムを導入して自動採点していくためにはいろいろ附属機器などいるん

じゃないかと思うんですが、そういうものは上がってないんですけど、働き方改革につながる

ように十分学校にそういう機材があるのかどうなのかっていうような点を質問します。 

◆田村繁已委員長 安本次長。 

○安本雅紀次長兼学校教育課長 学校教育課安本でございます。２件ございました。 

まず、ライセンス料でございますが、これはクラウド導入形態ということで活用する予定に

しておりまして、各中学校、義務教育学校でいきますと後期課程になりますが、17 校の学級数

に応じてライセンス料が示されております。例えば６学級以下の学校におきましては、鳥取市

内では６校ございますが、ライセンス料がそれぞれ９万 9,000 円。それから７学級から 18 学級

の学校におきましては、これ７校ございますが、13 万 2,000 円。それから 19 学級以上の学校

におきましては、これ４校ございますが、16万 5,000 円ということで、学校規模によってライ

センス料が異なっているということでございます。 

２件めです。自動採点システムを運用するに当たって教育機器等は十分足りておるのかとい

うことでございますが、これはこのシステムを導入するに当たって特別な機器は、必要はござ

いません。学校に配置しております大型プリンター、スキャナー機能があるもの、それから教

員が持っておりますパソコン、タブレットパソコン等で十分対応できますので改めて機器等を

購入、設置をする必要はございません。以上でございます。 

◆田村繁已委員長 岩永委員。 

◆岩永安子委員 先生の欠員不足解消というか、時間外出さないようにするためとか、先生増や

すことが一番だというふうに思いますが、でき得る限りのいろんな方策の１つということで理

解しました。 

◆田村繁已委員長 そのほかございますか。長坂委員。 

◆長坂則翁委員 文化財課にちょっと聞いてみたいんだけども、事業別概要の 71 ページの下段

の、円通寺のその人形芝居伝承施設管理費、屋根の雨漏りの修繕ってことで 160 万程度上がっ

とるんだけども、これ公的施設ですよね。これ見ると平成２年に開館したっていうことだけど

も、参考までに聞きたいんだけど、この間の入館者数っていうのはどの程度あったもんか。 

◆田村繁已委員長 佐々木課長。 

○佐々木敏彦文化財課長 文化財課佐々木です。円通寺人形芝居伝承館と入館者数ということで

お尋ねがありましたが、円通寺人形芝居伝承施設ということで、基本的には円通寺の人形芝居

の練習をするための施設という格好になっております。それで、地元の方がその伝承施設を利

用して人形芝居を行ってはいるんですけども、対外的に施設を使って皆さんに見ていただくと

いう機会もないことはないんですが、基本的にはその練習した成果を外に出て見てもらうとい

うための施設でございまして、入館者とかについての集計というのは取っておりません。 
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◆田村繁已委員長 長坂委員。 

◆長坂則翁委員 ということは、例えば常時、人の配置、職員の配置とかそんなものも一切ない

ということで理解したらいいんですね。 

◆田村繁已委員長 佐々木課長。 

○佐々木敏彦文化財課長 文化財課佐々木です。はい。今、長坂議員のおっしゃるとおり常時、

職員がおるような施設ではございません。 

◆田村繁已委員長 長坂委員。 

◆長坂則翁委員 何かもっと有効的な、もっともっと見ていただけるような方策みたいなことは

考えられないんですか。何かよく分からんけれども。 

◆田村繁已委員長 佐々木課長。 

○佐々木敏彦文化財課長 文化財課佐々木です。地元の保存会の方の練習風景は希望すればいつ

でも開放して見ることが可能でございますし、地元の小学校である倉田小学校、こちらのほう

にも、デコクラブということでクラブ活動を指導しております。そのような指導とか、また保

護者の方の見学とかはかなり行われているようでございます。 

◆田村繁已委員長 長坂委員。 

◆長坂則翁委員 分かりました。 

それで、今度、生涯学習・スポーツ課にお聞きをしたいんですけども、事業別概要 73 ページ

の上段、ここに事業の内容でＢ＆Ｇの関係と青谷の農村広場土地購入っていうことあるんだけ

ど、ちょっと教えてください。そもそも農村広場、農村広場の土地購入っていうのは教育委員

会がされるという辺り、農村広場ということであれば農林水産部の所管にはならんのですね。

この辺の考え方はどうですか。 

◆田村繁已委員長 須﨑課長。 

○須﨑ひとみ生涯学習・スポーツ課長 生涯学習・スポーツ課須﨑でございます。実際に利用状

況は、手前に青谷町のグラウンドもございまして、その奥にこの青谷町農村広場というのがあ

って多目的広場的に使われておりまして、その青谷町グラウンドと一体で生涯学習、スポーツ

活動等に使うということで生涯学習・スポーツ課が現在所管をしております。 

◆田村繁已委員長 長坂委員。 

◆長坂則翁委員 教育委員会のほうでも、もう１つのほうが教育委員会でやっておられるからっ

てことだけど、そもそも論でね、農村広場と銘打つところの土地を購入するのが、本当に教育

委員会が購入されるということが妥当なのかどうなのか、そこら辺の認識ですね。都市公園っ

ていうことになると都市整備部の都市環境課がきちっと維持管理も含めてですけれども、そも

そも論で農村広場をなぜ教育委員会が購入されるんかっていう辺りが何か少し疑問に思うもん

ですから、お答えください。 

◆田村繁已委員長 須﨑課長 

○須﨑ひとみ生涯学習・スポーツ課長 生涯学習・スポーツ課須﨑でございます。青谷町時代に

はそもそも農村広場、農業関係の部署が取り扱っていたのだとは思われますけれども、現在、

所管が教育委員会になっておりますので。条例のほうにも農林漁業者等の健康と福祉の増進、



文教経済委員会会議録（令和４年６月 24 日） 

5 

コミュニティの形成を図るというようなことで多目的広場を設置するということで教育委員会

の所管というふうになっております。 

◆田村繁已委員長 長坂委員。 

◆長坂則翁委員 そんな深くこだわるわけではないけどね、いみじくも今、答弁されたように、

青谷町時代は農林関係の部署が扱っていたとするならば、やっぱりそれをずっと引き継いでく

っていうのが基本的なスタイルじゃないんですか。なぜ教育委員会ですかっていうことが聞き

たいんですよ。条例はそうなっておるっていうことですから、それはそれとしていいでしょう

けれども、なぜ農村広場の扱いを教育委員会部局が扱うんですかっていうことですよ。どうで

すか。 

◆田村繁已委員長 小谷課長補佐。 

○小谷昇一生涯学習・スポーツ課課長補佐 長坂議員の質問にお答えします。農村広場の御質問

なんですけども、そもそも青谷町時代、先ほど課長が農林水産部の所管だと説明したんですけ

ども、実際のところは教育委員会が青谷町時代も扱っておりました。その農村広場という名称

は今、課長が申し上げたように農林漁業者の福利厚生といいますか、健康増進っていうところ

で農村広場という名前をつけとるんですけども、実際の用途としましては、９号線側に青谷町

グラウンドという野球場があります。その野球場の裏にあるのがこの広場なんですけども、用

途といたしましては野球の広場という形で野球チームが使うというのがほとんどでございまし

た。野球場で野球をしたり試合をしている、２試合めのチームがその青谷町の農村広場で野球

をするというようなスポーツ用途で使われていた施設でございます。以上です。 

◆田村繁已委員長 長坂委員。 

◆長坂則翁委員 ということはさっきの課長答弁は誤っていたということでいいんですね、です

ね。そういう理解でいいですね。はい。 

◆田村繁已委員長 いいですか。はい、そのほかございますか。西村委員。 

◆西村紳一郎委員 私、小学校・中学校の緊急連絡体制整備事業費ですね。緊急連絡用の公用携

帯電話の配備ですが、もう２年半になりますね、コロナが感染し出してから。なぜこのタイミ

ングでこの公用電話、配備したのか、今まではどうなっていたのか。それで、配備する必要性。

それから個人情報等は残りますよね、携帯等。そういうことを勘案して管理をどうされるのか、

こういうことについてお尋ねしたいと思います。 

◆田村繁已委員長 横尾次長。 

○横尾賢二次長兼教育総務課長 教育総務課横尾です。携帯のことについてお尋ねということで

ございます。まず、今までどうなっていたのかということで、校長さんの私用携帯や学校にガ

イダンス機能のついた電話がありまして、時間外はそこにつながるようになっていたんですけ

ども、そのガイダンス機能をちょっと外したりということで対応するようにしておりました。 

何でこのタイミングかということでございますけども、これまでオミクロン株が発生しまし

て、学校にも感染者数が非常に膨大になってきたということがございまして、校長さんの私用

携帯だったりとか、ちょっとガイダンス外してという、そういうことでは対応がなかなか難し

いということもあって、今回こういう形で対応するような形にさせていただいたというところ
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でございます。 

管理は学校で一元的に管理していただくと。そこは学校さんのほうでお任せしておりますけ

ども、例えば順番に当番の方に持っていただくとかというような形で対応できるような形でし

ていただくつもりでおります。 

◆田村繁已委員長 よろしいですか。西村委員。 

◆西村紳一郎委員 その保護者等のこのやり取りみたいなプライバシーの保護についてはどう考

えてらっしゃいます。 

◆田村繁已委員長 横尾次長。 

○横尾賢二次長兼教育総務課長 教育総務課横尾でございます。基本的に公用携帯ですので、そ

れがどこかに漏れたりというようなことはない、あくまで教職員間の間での公用携帯というこ

とですので、その辺は十分学校のほうにも管理は徹底していきたいと思っております。 

◆田村繁已委員長 平野委員。 

◆平野真理子委員 続けてのことなんですけども、そうしますと今までは校長先生の持っとられ

る、私用って言われたのは自分の携帯っていう意味ですよね。ずっとこの期間夜中までのやり

取りだとか、いろんなことを校長先生が対応されていたということですね。すごい大変な負担

があったんじゃないかなっていうふうに思いますし、ぜひともこういう個人に負担がどんっと

行ったりとか、それとやっぱり携帯ですので、誰が持っていても連絡取れるやり方っていうの

は今回、いいじゃないかなって思うんですけど、この予算は今年度分とか、これ今後はどうな

るかっていうことについてはいかがでしょうか。 

◆田村繁已委員長 横尾次長。 

○横尾賢二次長兼教育総務課長 教育総務課横尾でございます。この契約自体が予算ですから当

然単年でございますけども、一応プランとしては３年のプランにしております。ですから、一

応３年間様子を見て、そのときの様子を見てやめるのか、引き続き継続をするのかということ

は考えていきたいと思っております。 

◆田村繁已委員長 平野委員。 

◆平野真理子委員 分かりました。台数的にもこれで十分充足しているということでしょうか。 

◆田村繁已委員長 横尾次長。 

○横尾賢二次長兼教育総務課長 教育総務課横尾でございます。先ほど言いまして、もともとの

チャンネルっていいますか、学校のガイダンス機能つきの電話だったりとか、いざとなったら

校長さん、教頭さんの電話だったりとかいうことがありますので、当面はこういう形でさせて

いただきたいと思っております。 

◆田村繁已委員長 よろしいですか。そのほかございますか。米村委員。 

◆米村京子委員 米村です。引き続きになるんですけども、やっぱり緊急連絡体制整備事業の中

のこの携帯を使われるっていうことで、私が聞き間違いかもしれなかったんです。ちょっとそ

こを教えてください。あくまでガラケー通信に特化って言われていたと思うんですけども。 

◆田村繁已委員長 横尾次長。 

○横尾賢二次長兼教育総務課長 教育総務課横尾でございます。通信に特化したものでございま
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す。いわゆる昔でいうガラケーっていいますか、ガラケータイプのスマホです。ですから、も

うガラケー自体は今、３Ｇは廃止になって使えないんですけども、要は４Ｇとか使える、中身

はスマホなんですけども、形はガラケーで通信に特化したものということです。 

◆田村繁已委員長 米村委員。 

◆米村京子委員 そういう意味だったらよく分かるんですけど、ただ、あくまでもこれはコロナ

対策に対しての公用携帯電話だと思うんですけども、実際まだ緊急時とかそういうものに対し

て、防災とはまた別になると思うんですけども、そういう形での使用はないということですか。 

◆田村繁已委員長 横尾次長。 

○横尾賢二次長兼教育総務課長 教育総務課横尾でございます。せっかく緊急で配備されている

ものですから、防災にも学校のほうで考えて対応していただくことも可能だとは思います。 

◆田村繁已委員長 米村委員。 

◆米村京子委員 すみません。防災とかその辺りに、正直なとこですね、緊急事態が発したとき

は、携帯だけでは無理なあれがあると思うんですよ、通信が。そういうのは無線のほうがね、

正確に来るんですよね。その辺の無線対策については、ここの教育委員会ではなされてないと

いうことでよろしいですか。 

◆田村繁已委員長 横尾次長。 

○横尾賢二次長兼教育総務課長 教育総務課横尾でございます。そもそものこれがコロナの対応

で買っているものですので、その災害想定した機能というのは考えてはおりません。 

◆田村繁已委員長 米村委員。 

◆米村京子委員 はい、分かりました。でも、ある意味ではこの通信とか、それに関わる問題で

緊急的な場合はやっぱりもう少し、その無線も活用するとか、そういうことも必要になってく

るんじゃないかなと思っているんで、その辺ちょっと意見なんですけども言わしていただきま

した。ありがとうございました。 

◆田村繁已委員長 はい、そのほかございますか。上杉委員。 

◆上杉栄一委員 市民体育館整備でちょっとよく分からないんで教えていただきたいんだけども、

ここの資料１の中で市民体育館再整備に係る歳入及び歳出予算案という説明があったんだけれ

ども、この中で一番最後の支払計画の見直しということは、いわゆる交付決定額が決まって４

億 2,255 万 1,000 円ということで、下のほうに財源内訳で交付金、残りについては起債でいく

と。その最後のほうに事業契約等についてということで、事業者には募集要項において国の交

付を活用予定である旨を周知行っていると。このたび、交付決定の金額が決まったわけだから、

いわゆる事業契約の支払計画の見直しということで、事前にということでこれから支払計画の

見直しということなんだけども、どういうふうにこれが変わるのか、その辺りちょっと教えて

やってください。 

◆田村繁已委員長 須﨑課長。 

○須﨑ひとみ生涯学習・スポーツ課長 生涯学習・スポーツ課須﨑でございます。支払計画です

けれども、実際には令和５年５月から支払いが始まる予定にしておりましたが、これがまず令

和５年３月の支払いというのが、この 12億が出てきます。それに伴いまして事業者側は資金調



文教経済委員会会議録（令和４年６月 24 日） 

8 

達にメリットが出てきますので、そういった金利の部分ですとかっていうことで、もう一度再

計算等させていただいて、その辺りの支払計画等も見直しをかけていきたいと思っているとこ

ろでございます。 

◆田村繁已委員長 上杉委員。 

◆上杉栄一委員 要するにここにある交付金、学校施設環境改善交付金の４億 2,200 万円という

のが国の交付決定になったということで、残りの分については起債であると。私よく分からん

だけども、今後のいわゆるＰＦＩですから、いわゆる運営等々の経費、建設も含めてだけども、

その分について市のほうから、これから例えば 20 年とか 25 年で返していくってしていくんだ

けども、この交付金の金額によって、これ一旦、国から市のほうに入ってくる。それを、プー

ルじゃないんだけども、それを均等して返していくんだろうけども、ちょっとよく分からんだ

けど、その辺り事業者にとってどういう影響があるのか、そのことだけ教えてください。 

◆田村繁已委員長 須﨑課長。 

○須﨑ひとみ生涯学習・スポーツ課長 生涯学習・スポーツ課須﨑でございます。事業者さん自

体には契約変更にならない限りは、もしかしたらその金利の関係で減額が生じてくるかもしれ

ませんので、そういった面で今度は事業者さんのほうは、資金調達が 12億前倒しで、本来です

と５月からっていうことでしたけれども、もう３月に前倒しで入るっていうことがございます

ので、事業者のその資金調達、借入れが例えば不要になったりとか、繰り上げて返済できたり

とかっていうようなことで、メリットのほうは生じてくると考えられます。 

◆田村繁已委員長 そのほかございますか。岩永委員。 

◆岩永安子委員 今の市民体育館の学校施設環境改善交付金なんですが、この交付金の額はどう

いう事業の、体育館全部の支払いについて交付金が出るわけじゃないと思うので、こういう部

分について対象になって、これだけの金額になったんですっていうようなところをちょっと教

えてください。 

◆田村繁已委員長 須﨑課長。 

○須﨑ひとみ生涯学習・スポーツ課長 生涯学習・スポーツ課須﨑でございます。この対象経費

でございますけれども、まず、その配分基礎額となる歳出の 12億の金額ですけれども、こちら

のほうが施設の面積に対しまして国の定める単価を掛けた金額と、それから解体に要する経費

っていうことで、施設面積の上限が 4000 平米となりますので、4000 平米に国の定める単価、22

万 5,776 円になりますけれども、それを掛けまして、それから解体の費用をプラスしたものが

こちらの 12 億 5,510 万 4,000 円になります。この歳出の金額の３分の１が国の交付金に充たっ

てきますけれども、この３分の１プラス事務費の１％を足しまして４億 2,255 万 1,000 円とい

うふうになります。以上でございます。 

◆田村繁已委員長 そのほかございますか。西村委員。 

◆西村紳一郎委員 先ほど長坂委員からありましたが、円通寺の伝承館ですね、今、どのような

活動をされているのか。というのはこういう人形浄瑠璃の伝承は大変重要なことだと思ってい

まして、施設のこの修繕については異議を申し立てるものではないんですが、もっとＰＲして、

この伝統芸能ですな、これを伝承していけたらというふうに思っていまして、今の状況ですね、
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どのような活動されているのか、今後どうされようとしているのかお尋ねしたいと思います。 

◆田村繁已委員長 佐々木課長。 

○佐々木敏彦文化財課長 文化財課佐々木です。円通寺人形芝居伝承館なんですけども、こちら

のほう、円通寺人形芝居保存会という会がありまして、そちらのほうで月に２回ペースで人形

芝居の練習をされておられます。活動といたしましては、あと、小学校のクラブ活動、こちら

の指導を月に１回ペースで行っておられますし、外部に出て公演する回数は、例えば令和３年

度ですと４回なんですけども、コロナ禍でかなり回数が減っていますが、外部で公演４回、館

内公演も７回ほどされておられます。また、大阪のテレビ局の取材なんかも受けておられたよ

うです。あと、今年につきましては継続して練習会、月２回ペースで実施しているということ

と、小学校の指導を月１回ペース、それと夏になりますけども、徳島市への出張公演も予定さ

れているということがありますし、一昨年ですか、仁風閣で公開をされたりしたということで

精力的に外部に出て公開はされておられます。 

現在の保存会の問題点というか、課題といたしましては、やはりどの会でもよくあることな

んですけども、後継者不足というところが課題でございまして、若い方にいかに引き継いでい

くかということがありますので、小学校などのクラブ活動のほうにもかなり、やはり力を入れ

ておられるということでございます。以上でございます。 

◆田村繁已委員長 いいですか。はい、そのほかございますか。米村委員。 

◆米村京子委員 米村でございます。市民体育館の再整備事業の中で、勤労青少年ホームの解体

時に新たに天井からアスベストが確認されたということで、何かアスベストの除去に伴う必要

な経費が追加されたということなんですけども、アスベストって、最初の段階でアスベストが

あるないっていうのが分からなかったんでしょうか。 

◆田村繁已委員長 須﨑課長。 

○須﨑ひとみ生涯学習・スポーツ課長 生涯学習・スポーツ課須﨑でございます。アスベストに

つきましては事前に検査等しておりまして、その段階で分かったところは以前に追加を上げさ

せていただいたんですけれども、今回の件につきましては、検査で目視できなかった部分、天

井の裏、奥のほうなんですけれども、そういったところにあったものでして、実際に解体にか

かった段階でこういったアスベストが発見されたということでございます。以上でございます。 

◆田村繁已委員長 米村委員。 

◆米村京子委員 除去されたらアスベストの経費が大変なんですよね。この経費に関してどちら

のほうに出される予定にしているのかってことをちょっと教えてください。 

◆田村繁已委員長 須﨑課長。 

○須﨑ひとみ生涯学習・スポーツ課長 生涯学習・スポーツ課須﨑でございます。どちらのほう

にといいますか、業者……。 

◆田村繁已委員長 再度、はい、じゃあ、米村委員。 

◆米村京子委員 以前ね、一番最初の頃にアスベストの除去についてものすごくかかったんです

よ。何か九州のほうに持っていかなきゃいけないとか。でも、ここ最近になってきたら姫路の

ほうでもできますよっていうことも聞いていたりしたんで……（「ヒ素の話」と呼ぶ者あり）い
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や、アスベストも何かあったんですよ、一時。なかったですか。いや、私、市役所解体のときに

ね、アスベストのことについても言ったときに、アスベストは九州だったんだけど、これが姫

路のほうになったって聞いた覚えがあるんですよ。だけえ、その辺の確認でいいです。お願い

します。 

◆田村繁已委員長 須﨑課長。 

○須﨑ひとみ生涯学習・スポーツ課長 生涯学習・スポーツ課須﨑でございます。ＰＦＩのその

事業者のほうが、そういったアスベストを法に基づいて処分できる業者に依頼をしまして処分

はしておりますけれども、最終的にちょっとどこまで行くのかというようなところまでは、今、

手持ちにはございません。すみません。 

◆田村繁已委員長 米村委員。 

◆米村京子委員 何か皆さん、ヒ素のことじゃなかったかなって言われたんですけど、最初のと

きはものすごいことかかったんですよね、アスベストの除去するときに、最終的処理のところ

まで持っていくのに。だから、その辺のところで、最近はどうなのかなということを確認した

かっただけですので。 

◆田村繁已委員長 はい、長坂委員。 

◆長坂則翁委員 生涯学習・スポーツ課に確認させてください。事業別概要 72ページの下段です

よね。これ地区体育館管理費で津ノ井体育館の関係の設計業務が入っとるんだけども、これっ

て新規事業に丸がついとるんだけど、新規事業という捉え方なんですか。これ、でも、地区体

育館の管理費ということで今まで地区体育館の改修とか、いろいろ様々あったじゃないですか。

これ新規事業に上げられたというのはどういった理由なんでしょうね。ちょっと教えてくださ

い。 

◆田村繁已委員長 須﨑課長。 

○須﨑ひとみ生涯学習・スポーツ課長 生涯学習・スポーツ課須﨑でございます。津ノ井体育館

は、教育福祉振興会の所有の体育館になりますので、現在、無償貸付けを受けて使用している

ものでございますけれども、大規模改修を行うに当たりまして無償譲渡を受けるっていうこと

に、今現在、協議のほうがまとまっておりますので、そういった関係で新規事業のほうに上げ

させていただいております。 

◆田村繁已委員長 長坂委員。 

◆長坂則翁委員 何かよく聞き取れなかったんだけど、譲渡……何ですか。ちょっともう１回説

明してください。 

◆田村繁已委員長 須﨑課長。 

○須﨑ひとみ生涯学習・スポーツ課長 津ノ井体育館につきましては教育福祉振興会の所有の施

設となります。ですけれども、現在、市のほうが無償貸付けを受けて使用しております。大規

模改修を行うに当たりまして、市が無償譲渡を受けて改修を行うということになりますので、

新規事業ということで上げさせていただいております。 

◆田村繁已委員長 そのほかございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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◆田村繁已委員長 ないようでございますので、以上で質疑を終結します。 

討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

◆田村繁已委員長 討論なしと認め討論を終結します。 

これより議案第 89号令和４年度鳥取市一般会計補正予算のうち、本委員会の所管に属する部

分を採決します。本案に賛成の方は挙手をお願いします。 

〔賛成者挙手〕 

◆田村繁已委員長 挙手全員と認め本案は原案のとおり可決することに決定しました。 

議案第 97 号鳥取市サイクリングターミナル設置及び管理に関する条例の廃止について（質

疑・討論・採決） 

◆田村繁已委員長 次に議案第 97 号鳥取市サイクリングターミナル設置及び管理に関する条例

の廃止についてを議題とします。 

質疑を行います。質疑のある方は挙手をお願いします。岩永委員。 

◆岩永安子委員 今まで鳥取市の教育委員会が持っていて、ここでも宿泊研修だとか行われてい

たと思うんですが、今後そういう学校で行われていた宿泊研修なんかはどういうふうにすると

いうようなことを考えていらっしゃるんでしょうか。 

◆田村繁已委員長 須﨑課長。 

○須﨑ひとみ生涯学習・スポーツ課長 生涯学習・スポーツ課須﨑でございます。今まで学校行

事でありますとか、ボーイスカウト等の社会教育活動団体等が利用していたということがござ

いますので、改修等なされてこういったふうに変わりましても、なるべく現在の利用者が利用

できるような配慮が行えるよう、例えば料金ですとかっていうようなことで、現在、検討を行

っているところでございます。今まで使っていた利用者が使えなくなるっていうことではいけ

ませんので、なるべく使いやすい、活動しやすい場所となるように、継続して検討のほう行っ

ていきたいと思っております。以上でございます。 

◆田村繁已委員長 岩永委員。 

◆岩永安子委員 経済観光部のほうで業者の案をいろいろ進めておられるんですけど、教育委員

会としてもあの案を見られて、今まで安い費用でできていたり、割と自由的にできていた、利

用しやすかったものが継続できるっていうふうに考えていらっしゃるでしょうか。 

◆田村繁已委員長 須﨑課長。 

○須﨑ひとみ生涯学習・スポーツ課長 生涯学習・スポーツ課須﨑でございます。全く今までど

おりにというわけにはなかなかちょっといかないかなというふうには思っておりますけれども、

なるべく現在と同じような活動ができるように、例えばボーイスカウトさんなんかが前の芝生

広場で活動されていたりとかっていうこともございましたので、そういったところは現在の柳

茶屋キャンプ場のほうに市が無料でできるエリアを設けるっていうようなことも言われていま

すので、そういったところで活動ができたりとか、利用料金につきましても現在に近い形で何

とか助成ができたりっていうようなことでは検討をしていきたいというふうには思っておりま
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す。 

◆田村繁已委員長 そのほかございますか。西村委員。 

◆西村紳一郎委員 ９月１日で廃止ということなんですが、今年の夏休みはどうなんですか。 

◆田村繁已委員長 須﨑課長。 

○須﨑ひとみ生涯学習・スポーツ課長 生涯学習・スポーツ課須﨑でございます。夏休みは、８

月 31日までは開業しておりますので、利用者のほう受入れさせていただきます。 

◆田村繁已委員長 そのほかございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

◆田村繁已委員長 以上で質疑を終結します。 

討論に入ります。討論はありませんか。岩永委員。 

◆岩永安子委員 教育委員会が考えていらっしゃるような利用は、私は経済観光部の資料を読ま

せていただく限り、なかなか難しいんじゃないかなっていうふうに思います。ボーイスカウト

さんの要望も時間が限られた利用っていうような、バーベキューハウスの周りが 10 時から３時

までは利用できるとかで、そういう中身になっていまして、なかなか利用は難しいなというふ

うに思っております。やっぱり民間に譲渡するわけですから、そういうことになるのかなとい

うふうに思います。 

私はこの案が上がっていた当初から、やっぱり市民が無料でキャンプができてという施設、

そして、その隣にあるサイクリングターミナルということで、きちんとお金をかけて維持管理

していけば、もっともっと利用も広がっていく施設じゃないのかなというふうに私、思います

ので、この民間譲渡するということのために条例から外すという議案ですので、私は反対しま

す。 

◆田村繁已委員長 そのほかございますか。上杉委員。 

◆上杉栄一委員 賛成討論です。サイクリングターミナルについて、以前から老朽化が進んでお

りまして、ボーイスカウトの団体のほうからも、ボーイスカウトですから夏冬関係なしに使う

わけでして、例えば冬に使うときにはこのサイクリングターミナル、暖房が効かなくて、大変

寒くて何とかしてくれと、そういうような私たちに具体的な直接相談を承ったような、陳情承

ったようなこともありますし、そういう施設からすれば大変老朽化進んでいる、それからそう

いった状況の中でその環境も必ずしもよろしくない。そんな中で、今のこのサイクリングター

ミナルあるわけでありまして、このたびは新しい民間主導という形で展開するわけですんで、

決して学校であったり、そういった団体を排除するということはないというふうには聞いてお

りますし、それなりに新しいまた手法も取り入れる中で活用できるというふうに思っておりま

すので、私はこの条例の廃止については賛成いたします。以上です。 

◆田村繁已委員長 そのほかございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

◆田村繁已委員長 ないようでございますので討論を終結いたします。 

これより議案第 97 号鳥取市サイクリングターミナルの設置及び管理に関する条例の廃止に

ついてを採決します。本案に賛成の方は挙手を願います。 
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〔賛成者挙手〕 

◆田村繁已委員長 挙手多数と認め本案は原案のとおり可決することに決定しました。 

議案第 105 号工事請負契約の変更について（質疑・討論・採決） 

◆田村繁已委員長 次に議案第 105 号工事請負契約の変更についてを議題とします。 

質疑を行います。質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

◆田村繁已委員長 ないようでございますので質疑を終結します。 

討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

◆田村繁已委員長 討論なしと認め討論を終結いたします。 

これより議案第 105 号工事請負契約の変更についてを採決します。本案に賛成の方は挙手を

お願いします。 

〔賛成者挙手〕 

◆田村繁已委員長 挙手全員と認め本案は原案のとおり可決することに決定しました。 

議案第 107 号専決処分事項の報告及び承認についてのうち所管に属する部分（質疑・討論・

採決） 

◆田村繁已委員長 次に議案第 107 号専決処分事項の報告及び承認についてのうち、本委員会の

所管に属する分を議題とします。 

質疑を行います。質疑のある方は挙手をお願いします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

◆田村繁已委員長 ないようでございますので討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

◆田村繁已委員長 なし。 

これより議案第 107 号専決処分事項の報告及び承認についてのうち、本委員会の所管に属す

る部分を採決します。本案に賛成の方は挙手を願います。 

〔賛成者挙手〕 

◆田村繁已委員長 挙手全員と認め本案は承認することに決定しました。 

議案第 109 号令和４年度鳥取市一般会計補正予算について（説明・質疑・討論・採決） 

◆田村繁已委員長 続きまして追加提案のあった議案に入ります。 

議案第 109 号令和４年度鳥取市一般会計補正予算のうち、本委員会の所管に属する部分を議

題とします。 

執行部より説明をお願いします。安本次長。 

○安本雅紀次長兼学校教育課長 学校教育課安本でございます。令和４年度一般会計追加補正予

算案、教育委員会の所属に属する部分につきましてお配りしております文教経済委員会資料で
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御説明させていただきます。歳入予算につきましては歳出予算を説明する中で必要に応じて触

れさせていただきます。 

資料は３ページをお開きください。教育費、教育総務費、教育振興費、学校支援員配置事業

でございます。コロナ克服・新時代開拓臨時交付金でございます。事業別概要書は 17 ページ下

段となっております。補正予算額は 656 万 1,000 円でございます。財源につきましては 524 万

9,000 円が交付金、残りにつきましては一般財源となっております。内容としましては会計年度

任用職員５名分の人件費ということでございます。 

詳細を申し上げますと 2020 年春以降の学校や家庭生活におきます様々な側面から、このコロ

ナ禍におきまして新しい生活様式を強いられるような状況が続いてきております。学校生活に

おきまして様々なサインを発する児童・生徒が増加をしてきております。国立成育医療研究セ

ンターの資料によりますとコロナのことを考えると嫌だとか、最近集中できなくなったとか、

すぐにいらいらしてしまうとか、自分の周りの人を傷つけてしまうなど、児童・生徒の７割以

上が何らかのストレス症状を抱えているという報告がなされております。 

実は本市におきましても同様に新年度が進むに当たりまして、その経過とともに情緒面での

不安定さが顕著になりまして、教室から飛び出すであるとか、自傷行為が頻繁に行われるとか、

それにおきまして目が離せない状況があるとかっていう児童が複数名生じるようになってまい

りました。学校もこれらの子供の対応や支援に管理職を含む複数の教員で対応している状況で

はございますが、特に小学校におきまして、学校及び児童を支援する学校支援員の配置が急務

となってまいりました。そこで、会計年度任用職員、週 30時間勤務の学校支援員を５校にそれ

ぞれ１名ずつ配置をしたいというふうに考えたところでございます。本来でしたら特別支援教

育支援員の増員での対応を考えるところではございますが、このたびはコロナに関わる交付金

を活用して別事業として計上するものでございます。 

以上でございます。 

◆田村繁已委員長 横尾次長。 

○横尾賢二次長兼教育総務課長 教育総務課横尾でございます。私のほうは次の学校施設環境整

備事業費でございます。補正額が 1,108 万円でございます。事業別概要は 17 ページでございま

す。財源内訳としまして 886 万 4,000 円ということで、残りが一般財源となっております。 

内容としましてはコロナの感染拡大防止対策ということで、小・中・義務教育学校の体育館

のトイレの手洗いを自動水栓にするというものでございます。230 か所でございます。体育館に

しましたというのが、その市民の方も現在、体育館、今、鍵の自動貸出ししておりますので、

そういったシステムを使って利用されることが多くなったということで、そのために体育館に

設置をするというものでございます。 

説明は以上でございます。 

◆田村繁已委員長 長本図書館長。 

○長本次郎中央図書館長 中央図書館でございます。続きまして項の４社会教育費、目の９市民

図書館費、市民図書館衛生対策事業費でございます。予算書のほうは 17ページ、概要書のほう

は 19 ページでございます。補正額は 49 万 4,000 円でございます。内訳としまして国の交付金
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が 39 万 6,000 円、残り 98 万円が一般財源でございます。 

内容としましては新型コロナウイルス感染拡大防止対策のためにパーティションの購入及び

手指消毒の消毒液等を購入する経費に充てるものでございます。 

以上でございます。 

◆田村繁已委員長 山根課長。 

○山根ちはる学校保健給食課長 学校保健給食課山根です。続きまして下の段になります。５保

健体育費、目３学校給食費、給食配送委託費（コロナ克服・新時代開拓臨時交付金）でござい

ます。事業別概要は 18ページ上段となります。補正額は 70 万 9,000 円、うち国より 56万 8,000

円でございます。 

これは昨今、燃料価格のほう高騰しておりまして、市内 40 校へ給食の配送また回収を委託し

ておりますこの事業者の経費の負担というのが増えておる関係で、このたび委託料を増額しま

して事業者の負担軽減を図るものでございます。委託業者とは債務負担行為によりまして令和

３年度から契約をしておるところでございますが、契約時に比べまして契約の単価が１リット

ル当たり約30円値上がりをしております。この燃料高騰で影響が出ている今年度の配送14台、

この軽油の使用見込みの予定量ですが、約２万 3,600 リットル、その分の燃料代を計上させて

いただいたものでございます。 

続きましてその１つ下の段になります。給食環境整備事業費（コロナ克服・新時代開拓臨時

交付金）でございます。事業別概要としましては 18 ページ下段となります。補正額 2,125 万

5,000 円、うち国より 1,700 万 4,000 円でございます。これは各学校の給食の配膳を行います

配膳室、こちらに空調の設備を設置したいと考えておりまして、新型コロナウイルス感染症感

染防止対策としまして積極的に換気を図りますこと、また、夏季休業を短縮しまして近年授業

を行う場合などございますので、こういった夏場の気温がかなり高い場合においても給食を配

膳する作業環境が安定して行えるということを目的として整備するものでございます。 

また近年、外気温がかなり高い日が多く続いておりますし、配膳室の温度を確認もさせてい

ただく中で、やはり学校環境衛生基準で望ましいと言われている、室温を測ったときに 28 度、

これが適温と言われておりますが、こちらを毎日ではないですけども、超える日のあった小学

校 16校、中学校５校、義務教育学校１校に空調設備を設置する、これに要する経費を計上した

ものでございます。 

以上でございます。 

◆田村繁已委員長 以上ですね。説明いただきました。 

質疑を行います。質疑のある方は挙手お願いします。長坂委員。 

◆長坂則翁委員 ちょっと学校教育課にお尋ねするんですけども、私が認識不足なもんで教えて

ください。追加提案の分で事業別概要 17 ページの下段に書いてあるんですけども、今現在は全

体で何名配置ですか。 

◆田村繁已委員長 安本次長。 

○安本雅紀次長兼学校教育課長 学校教育課安本でございます。新しい事業でございますので、

この支援員の配置は今のところはありません。 
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◆田村繁已委員長 長坂委員。 

◆長坂則翁委員 学校支援員という名称の配置は今回からっていうことですか。そういう理解で

いいんですね。 

◆田村繁已委員長 安本次長。 

○安本雅紀次長兼学校教育課長 そのとおりでございます。 

◆田村繁已委員長 長坂委員。 

◆長坂則翁委員 じゃあね、新規事業という理解でいいんですか。 

◆田村繁已委員長 安本次長。 

○安本雅紀次長兼学校教育課長 学校教育課安本でございます。新たな事業ですので新規事業と

いう捉えでよろしいと思います。 

◆田村繁已委員長 長坂委員。 

◆長坂則翁委員 新規事業だということであれば、明確に新規事業の欄に丸がしてないといけん

じゃないですか。それは誤っておるということで理解してもいいんですか。どっか出とるんで

すか、違うんですか。 

◆田村繁已委員長 安本次長。 

○安本雅紀次長兼学校教育課長 学校教育課安本でございます。新規事業ということでございま

すので、先ほどの概要書のように欄があれば丸がつくべきものだというふうに思っております

が、よく見ますと欄がございませんので新規事業ということで間違いはございません。大変申

し訳ございませんでした。 

◆田村繁已委員長 よろしいですか。はい、長坂委員。 

◆長坂則翁委員 それと、今度は学校保健給食課に聞いてみたいんですが、この事業別概要の事

業内容を読ませていただいておるんですが、その冒頭にその事業の経過及び背景ということで

燃油価格の高騰が上げられておりますよね。それで、事業者の経費負担が増加した。それで、

下のほうの事業の内容を見ると、学校給食の配送に係る委託料を増額し、という表現になって

いますよね。それで、これ学校給食センターから受配校する小・中・義務教育学校ということ

に、学校給食センターからそれぞれ各学校に配られる部分は、その部分に対してのある意味じ

ゃあ、70 万 9,000 円が上げられておるんですけども、例えばライスは別の業者が配っています

よね。そうでしょう。学校給食センターからはあくまで料理というんか、おかずを運ぶんであ

って、御飯は別々で今、配送しとるでしょう。違いますか。そうですよね。いや、ということに

なると、燃油高騰の関係でその事業者の経営負担が増えておるということで今回補正が上がっ

ておるんですけども、学校給食センターから配送される業者のこれは補正であって、じゃあ、

御飯の配送については、それは県の学校給食センターが同額の同じように補正をされるという

理解でいいんですか。どうなんですか、その辺教えてください。 

◆田村繁已委員長 山根課長。 

○山根ちはる学校保健給食課長 学校保健給食課山根です。御飯代についての御質問ですが、御

飯についてはいわゆる賄材料ということで以前もお答えをした状況でございますが、１食当た

り何円ということで購入をするということでございます。ですので、県の給食会のほうとこち
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らとのやり取りでございますが、県の給食会のほうがその燃油の部分をどう考えているかまで

は確認はしておりません。以上です。 

◆田村繁已委員長 長坂委員。 

◆長坂則翁委員 いや、私が言いたいのはね、要は学校給食センターから配送される部分につい

て補正をされるんであれば、当然、御飯の配送の業者さんにもやはり同じ扱いをしなきゃいけ

んじゃないんですか。それは鳥取市の教育委員会の話じゃなくして、県の学校給食センターの

話になるんですか、その御飯の配送については、ということをお尋ねしとるんで。ですから、

おかずのほうの配送が燃油高騰で手当てをされるんであれば、御飯の関係の配送も同じ取扱い

になるんでしょってお聞きしとるんですよ、違うんですか。 

◆田村繁已委員長 山根課長。 

○山根ちはる学校保健給食課長 学校保健給食山根です。いわゆる賄材料費という捉えで市のほ

うは、御飯も牛乳もですけども、おりますので、先ほど県の給食会のほうへ確認はしとらんと

申し上げたところでございますが、そこの燃油の考え方のところだと思いますので、ひとまず

また確認をさせていただこうとは思いますが、一応鳥取市はこういった扱いをしたということ

は、お伝えはしようと思っております。以上です。 

◆田村繁已委員長 長坂委員。 

◆長坂則翁委員 要は、燃油高騰ということが理由として上がっておりますから、扱いとしては

やはり同じ扱いをしないと何か公平性に欠けるんじゃないかという思いがしたもんですから、

ちょっとお尋ねしたところです。以上です。 

◆田村繁已委員長 はい、そのほか、西村委員。 

◆西村紳一郎委員 私、先ほど長坂委員の支援員の関係なんですが、支援員の配置については異

を唱えるものではないわけでありますが、この支援が必要な児童・生徒が増えているという現

状について、一般質問した経過がありまして、不登校の状況であったり、それからいじめが増

えているのか、このコロナが感染拡大始めてから子供たちの状況、どのようになったのか、セ

ンター長、お尋ねしたいと思います。 

◆田村繁已委員長 安田所長。 

○安田直人総合教育センター所長 総合教育センター安田でございます。本年度５月に行いまし

た小・中・義務教育学校不登校児童・生徒、これの集計によりますと、過去、近年の中で一番多

い数字という具合な結果になっております。昨年度５月段階ですと小学校が 19名の不登校、中

学校が 46 名ということでございましたけれども、本年度の５月同じ時期の調査によりますと、

小学校で 24 名、中学校は 62 名というようなことで、先ほど議員から御指摘のありますように、

実態として不登校の数は上昇しているということもあります。 

それから学校のほうで、なかなか情緒が落ち着かないということについては、ちょっと感覚

的なところのお答えにはなるんですけれども、やはり最近、この個別の支援を要するような子

供たちを中心にしまして、やはりストレスが溜まっているというようなことも影響してという

ようなことも考えられるんですけども、非常に学校生活に困難を来たしているといったような

実態は感じているところでございます。以上です。 
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◆田村繁已委員長 西村委員。 

◆西村紳一郎委員 この支援員さんの配置によって、これ、この四十数名、二十何名、これ個別

に対応していこうという考えですか。 

◆田村繁已委員長 安本次長。 

○安本雅紀次長兼学校教育課長 学校教育課安本でございます。先ほどセンター長のほうがお答

えしましたが、数が昨年度よりも増えているということですので、こういった学校での困り感

を持つ子供たちが、不登校であるとかいじめにつながっていくというところを未然に防止をし

たいという部分がございますので、その部分に対して個別の支援をする意味でこの学校支援員

を配置することによって、寄り添いながら子供たちをそちらに至らないように未然防止に努め

てまいりたいというふうに考えているところでございます。 

◆田村繁已委員長 西村委員。 

◆西村紳一郎委員 要望です。しっかりこの子供たちの不登校、いじめが発生しないようによろ

しくお願いしたいと思います。以上です。 

◆田村繁已委員長 岩永委員。 

◆岩永安子委員 今の学校支援員配置事業なんですが、不安定な子供たちが増えてきてるってい

うことで、子供への支援をやっていく支援員さんだということだと、今までは特別支援員さん

ということで、別事業で予算も組んで配置もしているんだけど、臨時交付金ということで充て

るし、だから、同じように子供に寄り添うんだけども、財源が違う事業ですよという理解でよ

ろしいですか。 

◆田村繁已委員長 安本次長。 

○安本雅紀次長兼学校教育課長 学校教育課安本でございます。子供への関わり方につきまして

は、特別支援教育支援員と同様な関わり方をするケースがございます。特別支援教育支援員に

つきましては、特性があったりとか、それから障がいがあったりということで、ある程度日常

的に困り感が想定されるケースですので、ほぼべったりといいますか、寄り添いながら支援を

していく役回りにはなるのですが、今回、計上しております学校支援員につきましては、スト

レスに起因するものですので、突発的なことがかなりございます。日常は通常学級の中できち

っとやっているような場合もございますが、何か突発的な要因があって支援が必要なケースと

いうのが生じてくるということがございますので、日常的には可能な限りその子に寄り添いな

がら支援をしていくということも必要だとは思いますが、場合によってはスクールサポートス

タッフのような形で、学校全体を支援するような役回りも担っていただきながら、学校全体、

それから個別の支援、両輪で進めていけれるような、そういった者として運用していきたいと

いうふうに思っておるところでございます。以上でございます。 

◆田村繁已委員長 岩永委員。 

◆岩永安子委員 子供たちのこういう状態がね、長く続くようなことでないことを願っているん

ですけれども、基本にはやっぱり学校の先生が足りないということがあると。本当なら学校の

先生でもっと対応できることが、先生が足りないのでこういう状況にも、こういう形でもカバ

ーをするというふうに理解したらいいですか。 



文教経済委員会会議録（令和４年６月 24 日） 

19 

◆田村繁已委員長 安本次長。 

○安本雅紀次長兼学校教育課長 学校教育課安本でございます。議員がおっしゃるように本務者

の配置がまだ十分でない学校ということもございますが、子供へのアプローチの仕方として教

員と教員ではない支援員という立場の両方で人を配置することで、子供たちを支えていくとい

うことは必要だと思っておりますので、教員不足が即これに響いているということイコールで

はないのですけれども、何らかの影響は学校に生じているものであるというふうに把握はして

おります。以上でございます。 

◆田村繁已委員長 岩永委員。 

◆岩永安子委員 この学校支援員さん５名なんですけど、どこに配置予定ですか。 

◆田村繁已委員長 安本次長。 

○安本雅紀次長兼学校教育課長 学校教育課安本でございます。学校名を申し上げますと、賀露

小学校、若葉台小学校、城北小学校、こちらのほうにかなり支援員が必要な子供が１名ずつお

られます。それから修立小学校、日進小学校、ここには２名聞き取り、それから観察の中であ

りますので、この５校に配置をしたいというふうに思っておりますが、学校の状況を確認する

中で、実は 14 校 16 名、子供の名前が上がってきております。その中でも、喫緊を要する５校

に急いで配置をしたいというふうに思っているところでございます。以上でございます。 

◆田村繁已委員長 よろしいですか。岩永委員。 

◆岩永安子委員 そういう状況を把握されての配置ということですので、きちんと子供たちを支

援していただけるようにお願いしたいと思いますし、併せて、やっておられることですけど、

先生増やすということで一緒にやりたいと思います。以上です。 

◆田村繁已委員長 そのほかございますか。米村委員。 

◆米村京子委員 関連してなんですけども、この支援員には資格というものは要らないですか。 

◆田村繁已委員長 安本次長。 

○安本雅紀次長兼学校教育課長 学校教育課安本でございます。子供に関わる仕事でございます

ので、教育に精通した者が一番ベストだというふうに思ってはおりますが、資格等の要件は、

今回は設けておりません。 

◆田村繁已委員長 米村委員。 

◆米村京子委員 じゃ、どういうふうにして支援員を募るというか、そういうことをしようとし

ていらっしゃるのか、ちょっと教えてください。 

◆田村繁已委員長 安本次長。 

○安本雅紀次長兼学校教育課長 学校教育課安本でございます。特別支援教育支援員と会計年度

任用職員の任用に当たりましても、新規の方につきましては公募して面接をして採用という手

順を取っておりますので、今回につきましても補正予算が通りましたら、早速、公募のほうを

かけさせていただきまして、早急に面接をして配置というふうな段取りで進めていきたいとい

うふうに思っております。 

◆田村繁已委員長 はい、そのほかございますか。はい、平野委員。 

◆平野真理子委員 まず、給食の関係で、この給食配膳室への空調設備設置の先ほど説明があり
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まして、それで、適温が 28 度ということでした。冒頭、教育長さんのお話の中にも気温が上が

っているということがありました。今後、この 28度を超えるような状況が出た場合に、どうい

うふうに取り組まれるか教えてください。 

◆田村繁已委員長 山根課長。 

○山根ちはる学校保健給食課長 学校保健給食課山根です。ありがとうございます。御心配いた

だいたとおりで、私どももその点についてはかなり注視していかなければならないと考えてお

ります。昨年度なんかは夏休みまでがかなり涼しい状況が多くありましたので、心配の部分も

少なかったんですが、今年のように今の段階からこのように暑い日が続いていくということは、

今の想定しているものを超えていくんじゃないだろうかという心配もしております。ですので、

ひとまず、こういった有益な財源があるときを注視しながら、今後も配膳室へのエアコン設置

ということを検討していきたいとは考えておるところでございます。 

◆田村繁已委員長 平野委員。 

◆平野真理子委員 ぜひそのように取り組んでいただきたいと思います。 

それからちょっとしつこいようで重ねてで大変申し訳ないんですけども、先ほどの支援員さ

んのお話なんですけども、改めまして、先ほどこの説明いただいてそのようにコロナの影響で

子供たちに、そういう影響が出ているということを教えていただきました。ニュース等ではよ

く出ていますけども、確かに今回は子供たちへの影響が大きかったですし、そのためにワクチ

ン接種も進められているところでありますけども、そういうのも含めても学校現場でそういう

支援が必要、また見守りが必要というのが出ているんだなというふうに思います。これは子供

たちのみならず、やっぱり御家庭にとっても学校でそういうふうに取り組んでいただくことは、

非常に助かることだと思いますので、この交付金を活用していただいてここに目をつけていた

だいたのは非常にいいことだと思いますので、ぜひここの部分も不足しているようでしたら、

充足も含めて検討をしていただくように要望したいと思います。以上です。 

◆田村繁已委員長 そのほかございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

◆田村繁已委員長 ないようでございますので、以上で質疑を終結します。 

討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

◆田村繁已委員長 討論なしと認め討論を終結します。 

これより議案第 109 号令和４年度鳥取市一般会計補正予算のうち、本委員会の所管に属する

部分を採決します。本案に賛成の方は挙手を願います。 

〔賛成者挙手〕 

◆田村繁已委員長 挙手全員と認め本案は原案のとおり可決することに決定しました。 

以上で教育委員会の審査を終了します。執行部の皆さんは御退席ください。 

【経済観光部】 

◆田村繁已委員長 経済観光部の審査に入ります。 
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初めに大野部長に御挨拶をいただきたいと思います。 

○大野正美経済観光部長 経済観光部でございます。 

本日は、先回の委員会で概要説明をさせていただきました補正予算に加えまして、追加の補

正予算として新たに４事業上げさせていただいております。４月臨時議会で予算化いただきま

したオミクロン株影響対策緊急応援金、こちらにつきましては、県の応援金の申請状況から想

定しておりました約 1,900 件弱の申請件数を大幅に上回る申請が出てくることが想定をされて

おります。いかにオミクロン株の影響が大きく、多くの地元事業者が厳しい状況に置かれてい

たかということが分かります。このほかにエネルギー価格の高騰への対応に向けました製造業

に対する再エネ・省エネ設備の導入に対する支援、それから人流の回復傾向を捉えまして観光

客の誘客支援等を上げさせていただきました。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

議案第 89号令和４年度鳥取市一般会計補正予算のうち所管に属する部分（質疑・討論・採決） 

◆田村繁已委員長 それでは議案第 89号令和４年度鳥取市一般会計補正予算のうち、本委員会の

所管に属する部分を議題とします。 

質疑を行います。質疑のある方は挙手お願いします。長坂委員。 

◆長坂則翁委員 観光・ジオパーク推進課にお尋ねをしたいと思いますが、補正額 519 万ぐらい

上がっているんですが、遊漁センターの漏水箇所の修繕だとか、不用備品の処理だとか、内容

が書いてあるんですけども、これはこれでいいんですけども、以前も私、質問したと思うんで

すが、バリアフリー化の話というのはどこまで進んでいるんでしょうか。 

◆田村繁已委員長 平井課長。 

○平井宏和観光・ジオパーク推進課長 観光・ジオパーク推進課平井です。この回答は特会のほ

うの質疑のほうでさせてもらったほうが、今でよろしいですかね。（「どっちでも」と呼ぶ者あ

り）じゃあ、一応以前も御質問いただいた件は我々としても認識しておりまして、このたび指

定管理者さんが更新で変わられておられます。それで、新しい店舗がつい先週ですか、ようや

く中に牛骨ラーメンの店を出されたりしながら、一部でまだ櫓櫂という団体の食事の営業をま

だちょっと開始できてない状況ではあるんですけども。その中で先ほど言いました例えば駐車

場からの入口における段差においては、解消はされてはきているんですけど、議員が多分お尋

ねの話というのは、例えば２階に上がるエレベーターとか、そういった話だろうと思うんです

けども、このたびの改修の中でもやはりエレベーターに関しましては、現実的にやっぱりまだ、

施設管理を行っていく中で、費用の部分も含めて、まだちょっと実現性という部分では検討が

引き続きされていく話になろうかと思っております。入口の段差に関しては一応まず解消して、

施設への出入りというのは円滑にはなったというふうに聞いております。 

◆田村繁已委員長 よろしいですか。そのほかございますか。岩永委員。 

◆岩永安子委員 砂丘西側整備事業費で、私が質疑で部長が回答されたりしたことを聞き漏らし

ているのかもしれないんですけど、４月当初に管理道と遊歩道の工事費用 4,490 万と 770 万を

当初予算で上げました。それ確認しました。今回の、管理道整備の支障となるサイクリングタ

ーミナル付帯施設というふうに事業別概要にも書いてあって、あれあれ、最初から分かっとっ
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たことでそこには入ってなかったのかなって、ちょっとそこら辺のいきさつを確認させてくだ

さい。 

◆田村繁已委員長 米澤参事。 

○米澤裕治観光・ジオパーク推進課参事 観光・ジオパーク推進課米澤です。この管理道西側整

備事業に関しましては、まず、昨年 12 月議会の補正ということで測量と設計の費用を計上させ

ていただき、そして議員さんおっしゃられたとおり、令和４年度の当初予算で工事費等を計上

させていただいております。それで、昨年 12 月の測量設計が進むにつれて管理道の具体的なル

ートが定まってきたときに、現在のサイクリングターミナルの自転車格納庫とか、浄化槽の跡

の施設等が工事に支障になるということが判明しまして、６月の今回に補正として計上させて

いただいたものでございます。以上です。 

◆田村繁已委員長 岩永委員。 

◆岩永安子委員 一度、これは説明だけだったのかもしれんですけど、自転車道と何か交差する

から直さんといけんとかっていう説明を受けました。あれは議案になってなくって説明を受け

たということで、今言われたことの中の一環、どっかの部分だということで理解したらいいん

ですかね。 

◆田村繁已委員長 米澤参事。 

○米澤裕治観光・ジオパーク推進課参事 観光・ジオパーク推進課米澤です。この柳茶屋キャン

プ場とこどもの国との間に因幡自転車道という県道が通っておりまして、今回管理道を施行す

る上で因幡自転車道を交差する関係上、こちらについても調整が必要だということで、現在、

測量設計が進むにつれて、県の担当課と詳細な調整を行っておるところでございます。 

◆田村繁已委員長 岩永委員。 

◆岩永安子委員 だから、管理料 4,490 万か遊歩道か、その予算の中で今やっていただいている

という理解をさしてもらいます。 

今回のこの公衆トイレの洋式化、外観を直したりするのに観光庁の補助金が使えるというこ

とできれいにしていただくんですが、柳茶屋のキャンプ場の公衆トイレというのはほかの皆さ

んも、ほかの皆さんというのは、例えばさっきの自転車道などを利用される方とか、御近所の

方が散策されたりとか、市民の方が使えるトイレという理解でよろしいですよね。 

◆田村繁已委員長 米澤参事。 

○米澤裕冶観光・ジオパーク推進課参事 そのようで大丈夫です。 

◆田村繁已委員長 岩永委員。 

◆岩永安子委員 本当ならこのトイレの改修、みんなが使えるトイレの改修ですので、別に観光

庁補助金使わなくても本当なら改修していただきたいところだったですが、今回は予算を、補

助金を使ってトイレを改修するというものが入っているということで、市民の皆さんも使える

ものなのでよかったかなというふうに思います。 

◆田村繁已委員長 そのほかございますか。米村委員。 

◆米村京子委員 概要 44ページの上段になるんですけど、企業立地促進補助金ということなんで

すけども、この補助金予定はどのような。当初 10 件が何か見込み 24 件になっているんですけ
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ども、この見込みってことに対しての予算との兼ね合いみたいなことをお聞きしたいと思いま

す。 

◆田村繁已委員長 西田課長。 

○西田茂樹企業立地・支援課長 企業立地・支援課西田です。この企業立地促進補助金の当初予

算につきましては、６月までの執行予定の分の 10件を当初予算には計上さしていただいており

まして、このたびの補正予算につきましては、７月以降年度内に交付の見込みの 14件を補正予

算として計上さしていただいております。その額が２億 5,762 万 8,000 円でございます。もと

もと当初の段階では今年度に予算を交付する予定だったものを、予算編成の関係上、この６月

補正のほうに回されたというような経過でございます。 

◆田村繁已委員長 米村委員。 

◆米村京子委員 見込みがあるってことはこれから誘致する計画ができてるというふうに決まっ

たような形でいいんでしょうか。 

◆田村繁已委員長 西田課長。 

○西田茂樹企業立地・支援課長 企業立地・支援課西田です。この制度につきましては、まず、

事業認定ということでこの事業の指定を事前にさせていただいております。その事業を指定し

た上で事業に着手していただいて、完了後に補助金を交付するという仕組にしておりますので、

基本的には既にこの事業の認定をしたものにつきまして、事業が完了するごとに交付をするも

のでございます。ですので、基本的には交付先が決まっている予算でございます。 

◆田村繁已委員長 米村委員。 

◆米村京子委員 ここの事業の内容の中で、通常メニューが対象業種としてソフトウェア業とか、

情報処理、提供サービスなどと書いてあるんで、データセンターなんて書いてあるんですけど

も、この辺はどういう形で皆さんにお知らせしているんですか。公募になるんですか、それと

も直接の市のほうに行っていいんですか。 

◆田村繁已委員長 西田課長。 

○西田茂樹企業立地・支援課長 企業立地・支援課西田です。この制度につきまして、ホームペ

ージ等、それから各種補助制度をまとめましたパンフレット等、それからうちの課で作成して

おります企業立地ガイド等でこの制度の周知はさせていただいております。この制度につきま

しては、今回交付の対象になるのは製造業のみでございますけども、市内企業の製造業以外の

そういったＩＴ系とか、事務系の企業、そういったところにも既に事業の概要、補助の概要に

ついては訪問した際とかにも説明をさせていただいておるところでございます。 

◆田村繁已委員長 米村委員。 

◆米村京子委員 最後もう１件ちょっとお願いしたいんですけど、47 ページの上段の道の駅管理

運営費っていうことになるんですけども、本当にいつになったら安定した道の駅になるのか、

その辺見込みなんか考えていらっしゃいますか。 

◆田村繁已委員長 平井課長。 

○平井宏和観光・ジオパーク推進課長 観光・ジオパーク推進課平井です。安定したという話で

行きますと、やはりここ２年間のコロナの影響というのは差し引いて考えますと、やはり令和
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元年度辺りまでのいわゆる安定した経営でということだと思うんですけど、今後どう推移して

いくか分からないですけど、少なからず今年の今４月、５月辺りの道の駅３施設の入り込み客

数についてはいずれも昨年の令和３年から河原で約 1.3 倍、白兎で 1.6 倍、道の駅気楽里で 1.2

倍辺りぐらいの増加傾向にはなってきておりますんで、少なからずこれからやはりこうやって

感染防止対策と社会経済活動の両立を進める動きが、これから例えば旅行割なんかの制度も始

まってくると思いますので、そういったことによって少しずつ経営の安定にもつながるような

需要の回復が期待できる動きがあるんじゃないかと思っております。以上です。 

◆田村繁已委員長 米村委員． 

◆米村京子委員 その経営の最低のラインみたいなものは感じながらやっていらっしゃるんです

か、市としては。 

◆田村繁已委員長 平井課長。 

○平井宏和観光・ジオパーク推進課長 観光・ジオパーク推進課平井です。市としてというか、

やはり基本的には、これ指定管理の施設になりますし、基本的には指定管理料のない利用料金

制でやっている施設になりますので、毎年そのモニタリングをしながら、その施設の収支計画

等を確認しながら、我々としても経営状況というのは把握しているような状況でございます。

以上です。 

◆田村繁已委員長 そのほかございますか。長坂委員。 

◆長坂則翁委員 これは部長にも聞いてみたいと思うんですけども、この事業別概要の 44 ペー

ジ、オフィス移転新設支援事業費ということで上がっております。ただ、コロナ克服だとか、

新時代開拓臨時交付金という仕方をしておるんですけどね、これいくと補助上限額 1,000 万と

いうことだったら２件程度見込みを立っておられるんかなと思うんだけども、いや、実は地方

分権だとか様々叫ばれておるけれども、東京一極集中の是正がなかなか進んでないという現状

の中でね、例えばＮＴＴが大胆な働き方改革をこのたび実施をするじゃないですか。そうなる

とこれからやっぱり地方への分散といいますか、大企業の社員の移動みたいなんが発生すると

思うんだけども、鳥取市の考え方として最終的にこの程度ぐらいはやっぱりきちっと移転をし

てもらおうという構想を持って取り組んでいこう、そういうふうな具体的な内容っていうのは

まだまだこれからの話なのか、現段階においてどのような考え方をしておられるのか、ちょっ

とそこだけ聞いときたいと思います。 

◆田村繁已委員長 大野部長。 

○大野正美経済観光部長 企業の地方移転の動きについては、これはかなり前から国のほうもと

にかく地方分散図っていこうということで、いろんな国としての企業に対する支援制度であり

ますとか税制優遇制度でありますとか、いろんなことを今までやって来られました。ただ、実

際思うようにやっぱり今まで効果がほとんど出ていないというのが実態です。ただ、今回この

コロナを機に地方への分散の動きが顕在化してきたということで、国がいろんな制度をやって

もなかなか動きがなかったものが、コロナによって動きが出てきたということで、これは何か

といいますと、今までとやっぱり社会の形態が変わってきたということだろうと思います。人

の生活の様式もそうですし、仕事のやっぱりやり方も根本からやっぱり変わってきたというこ
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とで、ここがやっぱり１つの大きな契機になるんだろうなというふうに思います。ですから、

鳥取市としましてもワーケーションについても、もう２年前からこの取組をやっていかなけれ

ばいけないということでいろんな取組を始めました。ただ、実際当時はワーケーションという

ものがどういうものなのかということを半分やっぱりよく理解できないままに走り出したと、

ただ、まず走り出すことは大事だということで他地域に先駆けていろんな動きをやっぱりして

いったという流れなんですけども、ただ、やはり実際どういうやり方が効果的なのかというこ

とをいまだに手探りでやっているところです。 

今年度に入りましてからも日本能率協会さんと協定を結ばしていただいて、都市部の大手企

業中心に実際にワーケーションのプログラムを組んで、まずは鹿野で今、始める予定にしてい

るんですけども、そういう流れを今つくろうとしています。実際そういった取組をこれからい

ろいろ試行錯誤しながらやっていく中で、鳥取市として最適な企業の受入手法を確立していき

たいというふうに思っていますので、もう少しお時間をいただけたらなと思います。以上です。 

◆田村繁已委員長 よろしいですか。そのほかございますか。上杉委員。 

◆上杉栄一委員 ２点。まず、企業立地補助金ですけれども、この間の資料２で説明を受けたん

ですけども、その中で４ページの補助事業にデータセンターを追加する、具体的な業種まで上

げられて説明があった。それから４ですね、次に開発公社の未利用地における補助額算定特例

の変更ということで、つのいニュータウンの具体的な地名として、対象地域として上げられた

と。ここにもまたデータセンター事業というのが出てくるんだけれども、これ市なり、あるい

は県のほうで具体的にいわゆるデータセンターという事業、そういったところの進出というこ

とを前提としてでなければ、まだまだ全く来るか来んか分からんようなところに今からそれこ

そ、ということではないと思うんで、そういう情報があるのかどうなのか、そのことについて

１点お伺いします。 

それから、砂の美術館の関係なんですけれども、この間、７月末あるいはぐらいにはオープ

ンというような話になっているんですけども、従来は連休前にオープンして、年内いっぱいや

って、それから１月から３月、４月までを制作期間という格好になったんだけども、このコロ

ナの関係でサイクルが変わっちゃうんですわね。となれば、例えば今年７月にオープンすれば、

これは今度いつまで開館時期になって元に戻るのはいつぐらいになるのか、その辺りの見通し

が分かれば教えてください。この２点です。 

◆田村繁已委員長 大野部長。 

○大野正美経済観光部長 私から、まず、データセンターの考え方についてお話させていただき

たいと思います。今回データセンターを誘致対象業種に追加をいたしました。実はデータセン

ターの誘致については、もう 10年以上前から県と一緒にデータセンターの誘致をやっていこう

ということで、ただ、あまり積極的な動きは鳥取市としてはしませんでした。実は当時三洋電

機の跡地を鳥取市で購入をするというときに、県からあそこの５ヘクタールを大手の金融機関

系のデータセンターにしたらどうかということで、私も実際、県と一緒に金融機関にお邪魔を

してプレゼンも立ち会わせていただいたという経緯もございますけども、当時はやはり鳥取市

としては、まず、あそこで用地を購入するということは、三洋電機に代わる製造業をもう一度
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あそこで一から再興していくんだという思いで購入をさしていただいて誘致を進めてきたとい

う経緯がありますんで、残念ながらやっぱり県の御提案には乗れなかったというような経緯が

ございます。 

ただ、実際問題、データセンターは当時から少しずつ非常に重要なインフラというような位

置づけで、今ではやはりデータセンターについては各地方が一生懸命、今、誘致活動に走って

います。一番の国内の成功事例は千葉県の印西市がこれは成功事例になっております。最近よ

くテレビにも取り上げられますが、人口もどんどん今、増えていっているような状況になって

います。データセンターは、あまり雇用は生みません、投資に必死で。ただ、何が大きいかと

いいますと、投資額が非常に大きいということです。面積当たりの投資額が非常に大きな投資

になります。数百億単位の投資になってきますので、固定資産税収入は非常に大きいという魅

力がありますし、そこにデータセンターがあるということで地域のいろんなやっぱり、例えば

いろんなデータの利活用のインフラが非常に有利になってくるというようなこともありますの

で、そういったこともあって各地方が力を入れていると。 

実は今、私どももデータセンターを誘致したいということでＰＲは行っております。県の県

外本部とも連携をしながらＰＲ活動はやらしていただいていまして、テレビ会議で何社か御紹

介をさせていただいたりとかも今までやってきてはおりますけども、もともと、かなり可能性

が高い案件があって今回入れさせていただいたというよりも、この制度を作ってそういう誘致

につなげていきたいという思いで今回入れさしていただいているということが１点でございま

す。 

実際、経済産業省が都市部に集中しているデータセンターを地方に分散させようという動き

を今しとられます。全国で 10か所程度、候補地を絞ってそこにもう集中的にデータセンターを

誘致させていこうというような動きになっているんですけども、うちもそれに実はエントリー

をさせてもらいました。残念ながら最終的には 10か所の候補地の中にはまだうちは残れていま

せん。それはなぜかというと用地が狭いということです。これ実際には 10 ヘクタールとか 20

ヘクタールとか、かなりまとまった用地でないとなかなか候補になりませんが、実は日本国内

の一応データセンターの候補地ということで、今回、経済産業省が一覧表を作って発表されて

おります。実はその中には載せていただいているという状況ですんで、そういった活動をしな

がら、何とか企業の目に留まるような形で誘致につなげていけたら幸いだなというふうに思っ

ています。 

それともう１つは、やっぱり公社の未利用地の問題も何とかしていかなきゃいけないという

思いもございます。特に若葉台の用地なんかは企業誘致の一応候補地にはさせていただいてい

ますが、やっぱり住宅地の中ということもあっていろんな制約がございますので、ここについ

て何か適当な業種がないかということで、従来から例えば事務センターとか、そういったもの

の誘致も行ってきて、実際に現地を視察に来ていただいたりとかも過去したんですけども、た

だ、やっぱりいろんな制約がかかります。例えばここに事務センターを造って二百人、三百人

の従業員が車で通ってくるとなった場合に、やはり周辺地域の、この車の騒音とか渋滞とかや

っぱりいろんな問題も出てきますんで、そんな中でこのデータセンターであれば、比較的環境
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負荷も少ないですし、こういう場所でもデータセンターは十分立地ができますんで、比較的小

規模なデータセンターの誘致につなげていけたらなと。それで、同時に公社の未利用地の問題

も解決していけたらなというような思いで今回入れさせていただいているということでござい

ます。以上です。 

◆田村繁已委員長 平井課長。 

○平井宏和観光・ジオパーク推進課長 観光・ジオパーク推進課平井です。砂の美術館の件のお

尋ねに回答さしていただきます。今、御指摘いただきましたとおり、通常は４月開館する予定

である 14期展示を昨年の秋の段階で７月という発表をさしていただきました。これは御指摘の

とおり、こういうコロナの影響によって、その当時からやはり海外から彫刻家を呼べるという

水際対策の厳しい状況の中で見通しが立たなかったということもあり、７月の開館を決めまし

た。あわせて、会期末をこのたびの 14 期展示は７月の開始がなされた後には、18か月後の令和

６年１月３日の長期、１年以上の展示を今回は予定しております。先ほど議員さんのほうから

お尋ねがありました、やはり元のイメージに戻していくというのは我々の今のイメージとして

は、そのエジプト編が終わった令和６年１月以降、次の 15期展示に向けては、４月のある程度

やはりコロナの状況にもよるんでしょうけど、４月のいわゆる元の開催に戻していけるような、

そういう青写真で進めて行きたいとは考えています。以上です。 

◆田村繁已委員長 上杉委員。 

◆上杉栄一委員 データセンターの件は、今、部長のほうから説明がありまして、分かりました。

最近だったか、ある県会議員さんが県のほうに３件ほど誘致案件が来てるんだけれども、鳥取

市にはそういった土地があるかなという、そういった私に問われたもんだから、今あるのは布

袋の工業団地が残っている、それから山手のほうは今のところは今のところでいっぱいじゃな

いのかなというような話で、これはデータセンターとは関係のない話だと思うんだけれども、

いずれにしてもこのたびは津ノ井ニュータウンの用地、いわゆる開発公社が持っている用地を

ということなんですけれども、今後大きな製造業をどんどん誘致するような時代ではなくなっ

たんだけれども、そうはいってもまとまったそういった土地も必要じゃあないのかなというふ

うに思っております。西部のほうの青谷のというような話もありますけども、立地のこともあ

りますしね。そういう面からすれば、やはりもう一遍新たな工業団地といいますか、用地とい

いますか、そういったことも少し考えていかないといけんのかなというふうに思っています。

そういうことについての部長の考え方をちょっと。 

◆田村繁已委員長 大野部長。 

○大野正美経済観光部長 工業団地につきましては委員おっしゃるとおり、もう用地がほとんど

ない状態になってまいりました。本来ですともう少し早めに着手をして、次に切れ目がないよ

うに用地を確保していくということが本来のやり方だとは思っていますが、いろんな財政的な

諸事情もありますんで、なかなかちょっと具体的に次の工業団地の整備に踏み切れずにおりま

すけども、ただ、そうは言いましても、もうそろそろ準備を始めていかなくてはいけないと思

っていますので、来年度に向けて、ちょっと本格的に候補地の調査と絞り込みをもう１回きち

んとやった上で必要な予算があれば、来年度に要求をさせていただきたいなというふうに考え



文教経済委員会会議録（令和４年６月 24 日） 

28 

ております。 

◆田村繁已委員長 上杉委員。 

◆上杉栄一委員 分かりました。本来だったら県が力を入れて、工業団地を県が造成して、誘致

に努める話なんだけれども、県は以前に大きな失敗をやっているんで、なかなか及び腰で、市

や町に土地を提供させて、県がお膳立てをして市と一緒に誘致活動すると。ところが実際に誘

致になってくると県が表に出てやって、市は一生懸命やっているのに、ええところをみんな県

に取られるような状況があるんで、しっかり今後工業団地等の造成については、また県からの

そういった補助金あるかどうか分からんけども、その辺りについては県にしっかり物を言って

ください。以上です。 

◆田村繁已委員長 はい、そのほかございますか、西村委員。 

◆西村紳一郎委員 私は地域振興チケットですね。コロナ禍で部長の開会の御挨拶であったわけ

ですが、このたび抽選販売ということで電子版チケットですね、これの取組をということです。

これ詳しくお尋ねします。 

◆田村繁已委員長 渡邊次長。 

○渡邉大輔次長兼経済・雇用戦略課長 経済・雇用戦略課渡邊でございます。電子版のチケット

の抽選販売というところでございます。今までの紙のチケットの販売は前回やらせていただい

たので皆さん御存じかなというふうに思っておりますが、このたび新しく電子ということで抽

選販売ということを考えております。やり方としましては、まず、ホームページ等から抽選販

売の申込みをウェブでお受けをさせていただきたいと思っております。その中でたくさん来た

場合には抽選ということでさせていただいて、当選者の方にメールで当選しましたということ

を御通知させていただくと。その後、そのメールを受け取った方がコンビニのほうに行ってい

ただいて、これは例えばローソンで言えばＬｏｐｐｉという機械がありますし、ファミリーマ

ートで言えばＦａｍｉポートというような機械がございますね。そちらでその当選通知につい

ている番号を入力していただいて、そうすると支払いチケットが出てくるということで、その

支払いチケットをコンビニでお支払いいただくと。それで、3,500 円をお支払いいただいたら、

その支払ったということがまた再度メールなりで届きますので、それで専用アプリ、今度は専

用アプリというものを携帯にダウンロードしていただいて、その専用アプリにコンビニで支払

ったということでシリアルコードが届きますので、それを入力していただいたら 5,000 円の電

子マネーがそこに入ってくるというような形で、今後はその電子マネーを使っていただいて、

例えばＰａｙＰａｙとかでもありますけれども、各店舗にコードがついております。それをし

ていただきながらお支払いをしていただくということになりますので、そういった流れで電子

のチケットを使っていただくということになります。以上でございます。 

◆田村繁已委員長 西村委員。 

◆西村紳一郎委員 どの程度の販売をもくろんでいらっしゃいます。 

◆田村繁已委員長 渡邊次長。 

○渡邉大輔次長兼経済・雇用戦略課長 経済・雇用戦略課渡邊でございます。電子チケットにつ

きましては紙のチケットを 10万セット、電子チケットにつきましてはプラスとしまして３万セ
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ット使わせていただこうというふうに考えておるところでございます。 

◆田村繁已委員長 西村委員。 

◆西村紳一郎委員 じゃあ、電子版のチケットはこの取扱情報みたいなのはホームページか何か

で分かるようになっとるんですか。 

◆田村繁已委員長 渡邊次長。 

○渡邉大輔次長兼経済・雇用戦略課長 今後になりますけれども、ホームページでありますとか、

チラシでありますとか、そういったもので皆さんに周知をしていきたいというふうに考えてお

ります。当然それ以外にも新聞でありますとか、そういったものでも周知を図っていくという

ふうに考えております。以上でございます。 

◆田村繁已委員長 よろしいですか。そのほかございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

◆田村繁已委員長 ないようでございますので以上で質疑を終結します。 

討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

◆田村繁已委員長 なしと認め討論を終結します。 

これより議案第 89号令和４年度鳥取市一般会計補正予算のうち、本委員会の所管に属する部

分を採決します。本案に賛成の方は挙手願います。 

〔賛成者挙手〕 

◆田村繁已委員長 挙手全員と認め本案は原案のとおり可決することに決定しました。 

これでしばらく休憩に入りたいと思います。再開時刻は１時から行いますのでよろしくお願

いいたします。 

午前 11 時 57 分 休憩 

午後 ０時 59 分 再開 

  議案第 91号令和４年度鳥取市温泉事業費特別会計補正予算（質疑・討論・採決） 

◆田村繁已委員長 文教経済委員会を再開いたします。 

それでは引き続いて議案第 91 号令和４年度鳥取市温泉事業費特別会計補正予算を議題とし

ます。 

質疑を行います。質疑のある方は挙手をお願いいたします。西村委員。 

◆西村紳一郎委員 お尋ねですけど、大体このポンプというのは耐用年数何年ぐらいですか。 

◆田村繁已委員長 平井課長。 

○平井宏和観光・ジオパーク推進課長 観光・ジオパーク推進課平井です。ポンプにもいろいろ

ございまして、陸上とか水中とそれぞれ設置場所等によるんですけども、おおむね水中がやは

り短くて３年から７年、それで陸上になると 25年とかですね、ある程度長い耐用年数にはなる

ようです。以上です。 

◆田村繁已委員長 そのほかございますか。岩永委員。 
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◆岩永安子委員 山紫苑の維持管理費の利用者数も減った分を補填するということなんですが、

90 ページの……（「次の議案」と呼ぶ者あり）失礼しました。 

◆田村繁已委員長 そのほかございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

◆田村繁已委員長 ないようでございますので以上で質疑を終結します。 

討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

◆田村繁已委員長 討論なしと認め討論を終結します。 

これより議案第 91号令和４年度鳥取市温泉事業費特別会計補正予算を採決します。本案に賛

成の方は挙手をお願います。 

〔賛成者挙手〕 

◆田村繁已委員長 挙手全員と認め本案は原案のとおり可決することに決定しました。 

議案第 92号令和４年度鳥取市観光施設運営事業費特別会計補正予算（質疑・討論・採決） 

◆田村繁已委員長 次に議案第 92 号令和４年度鳥取市観光施設運営事業費特別会計補正予算を

議題とします。 

質疑を行います。質疑のある方は挙手をお願いします。岩永委員。 

◆岩永安子委員 失礼しました。90 ページの下段の温泉施設管理費ですが、この 10 月から３月

分の利用者数がどれぐらいで、その後、４月以降はどういう状況になっているのかというよう

なことをちょっと教えてください。 

◆田村繁已委員長 平井課長。 

○平井宏和観光・ジオパーク推進課長 観光・ジオパーク推進課平井です。10月から３月の数字は

ちょっと後ほどとして、年間の数字は一応分かっとりますので、４月から３月までの数字をまず

申し上げさせていただきたいと思います。こちらが、令和３年度が 8,537 人という数字になって

おります。 

それから４月、５月の状況ということです。やはりまた４月はオミクロン株の影響というのが

少しやっぱり影響が残っているような状況で、人数のほうは計画に対してはコンサル、例の改善

計画を基に経営改善を進めているんですけども、そこに対しては、数字的にはほぼ計画どおりの

数字にはなってきているんですけども、５月の連休以降がやっぱり大きく数字が伸びているとい

うことではなく、ただ、昨年の同時期と比べると明らかに大きくは伸びているんですけども、実

数の数字までは把握していないところで、これは改めて後で報告させてもらってもいいでしょう

か。ごめんなさい、ありましたんでお答えさせていただきますね。４月が山紫苑 792 人、５月が

1,037、それから先ほど議員のほうがお尋ねになった 10 月からのちょっと合算があれですけど、

月の数字はちょっと出ているんですけども、後で足しますんで。 

◆田村繁已委員長 岩永委員。 

◆岩永安子委員 料金を引き上げたりしたのが４月からですよね。その辺の何か声とか聞いてお

られる、影響とか、いいほうも、悪いほうも。 
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◆田村繁已委員長 平井課長。 

○平井宏和観光・ジオパーク推進課長 観光・ジオパーク推進課平井です。４月以降の声という

か、傾向としてありますのは、宿泊者に関しては基本的に私どもが聞いている限り、例えば料

金の値上げによってサービス等の比較をされて、それが高いとかという話は聞いてない。以前

から申し上げたように、山紫苑さんはおかげさまで温泉と食事に対する評価というのは従前か

ら非常に高い評価を得ていましたので、そこは値段に見合った評価をいただけとるのかなとい

うふうな受け止めをしております。 

それで、もし１つ課題があるとすれば、宿泊というよりは日中の、例えば休憩での利用とい

うんですかね、当然コロナの影響で例えば今までですと地元の老人会の皆さんとか、ああいう

地域の団体さんが食事をしたりというようなケースに使われる用途もあったんですけども、や

はり値段の影響かどうか分からんですけど、ここはやっぱりコロナ禍からこの４月、５月辺り

も休憩の数字っていうところは、まだなかなか宿泊以上にはちょっと伸びてきてないかなとい

うような傾向かと聞いております。以上です。 

◆田村繁已委員長 そのほかございますか。はい、平井課長。 

○平井宏和観光・ジオパーク推進課長 観光・ジオパーク推進課平井です。先ほどの議員さんの

10 月から３月のトータルの数字を申し上げます。5,832 でございます。 

◆田村繁已委員長 そのほかございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

◆田村繁已委員長 ないようでございますので、以上で質疑を終結します。 

討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

◆田村繁已委員長 討論なしと認め討論を終結します。 

これより議案第 92 号令和４年度鳥取市観光施設運営事業費特別会計補正予算を採決します。

本案に賛成の方は挙手をお願いします。 

〔賛成者挙手〕 

◆田村繁已委員長 挙手全員と認め本案は可決することに決定しましたのでよろしくお願いいた

します。 

議案第 98 号鳥取市キャンプ場の設置及び管理に関する条例の一部改正について（質疑・討

論・採決） 

◆田村繁已委員長 次に議案第 98 号鳥取市キャンプ場の設置及び管理に関する条例の一部改正

についてを議題とします。 

質疑を行います。質疑のある方は挙手をお願いします。岩永委員。 

◆岩永安子委員 今年の５月も利用者がたくさんあったというふうに思うんですが、県外の方と

か、どういうふうに４月以降の状況なんかについて評価しておられるんでしょうか。 

◆田村繁已委員長 米澤参事。 

○米澤裕治観光・ジオパーク推進課参事 観光・ジオパーク推進課米澤です。令和４年の４月、
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５月というようなことでしょうか。すみません、ちょっと数字を準備しますけど、やはりコロ

ナの関係があったりして、一時期落ち込みはしたんですが、またこのコロナでの余暇を楽しむ

ということで、キャンプ場のほうも令和３年に引き続き、同様の利用者があっております。ち

ょっと数字については、また整い次第御報告させてもらいたいと思います。 

すみません。４月までしかちょっとまだ集計が済んでいませんでして、令和４年４月の１か

月の集計が 1,268 人となっております。 

◆田村繁已委員長 岩永委員。 

◆岩永安子委員 季節もよくなって人の移動も出てきたりっていうことで、人数がね、利用され

てる方が多いというふうに思います。５月の連休頃も本当にたくさん車が停まっていたという

状況を私も見ております。同じようなことになるのか、どうなのかっていうのは分からないで

すけど、本当に今までの状況の中でたくさん利用されておったということだというふうに思っ

ております。 

私は、この条例は民間に移譲するということで今回の市の条例から削るということで残念に

思いますし、さっきの教育委員会の中でも言いましたが、今までのように自然の中で体験をす

るキャンプ場ということが、やっぱりキャンプ場の醍醐味だというふうに思いますし、民間に

譲渡するために、ここ廃止するっていう条例には反対です。 

◆田村繁已委員長 討論じゃないですよ。 

 はい、そのほかございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

◆田村繁已委員長 ないようございますので、以上で質疑を終結します。 

討論に入ります。討論はありませんか。岩永委員。 

◆岩永安子委員 民間に譲渡するということで、柳茶屋キャンプ場がこの条例から削られるって

いうことについては反対します。安価で自然の中で利用できる数少ない施設だというふうに思

っているので、今までどおりで使えるのがいいというふうに思っております。 

◆田村繁已委員長 はい、上杉委員。 

◆上杉栄一委員 賛成討論です。まず、民間に移譲というふうな話だったけど、これ移譲でなく

して無償貸付けという格好ですから、決してその民間に全部やってしまうという話じゃない。

これはちょっと訂正してやってください。 

それからこの今までどおりのキャンプ場というのはいいという話だったんですけれども、こ

のたび、西側については、ここだけではない話であって、こどもの国のキャンプ場と一体整備

をするというふうなそういった計画があるわけなんですわね。こどもの国のキャンプ場ってい

うのは従来利用者がそんなにたくさんでなかった。今回民間がこれを運営するに当たって、い

わゆるキャンプ場の住み分けみたいな形でやっているわけですわな。だから、今度もう１つの

議案に入る話になるようなあれにもなるんだけども、新たなところについてはグランピングで

あったり、そういったことをやってるんだけども、こどもの国キャンプ場については、従来ど

おりのあれやトレーラーが入ったり、いわゆる非常に広い選択肢の中でキャンプを楽しむこと

ができるということで、だから、今、岩永委員が反対討論で言ったような、今までやっておっ
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たキャンプのスタイルを締め出すものでは決してないわけでしてね。逆に言えばいろんなそれ

こそ楽しみ方ができるというような選択肢の広い、そういったキャンプ場になったというふう

に私は思っていますので、そのことをもって反対ということについては、私は、それは理解が

できない。 

ですから、一体的な活用としてこれを利活用の中で民間にこれを委ねるということは、ある

面ではこれを例えば行政が、鳥取市なりがした場合には大変な労力とお金がかかる話になるわ

けで、決してそれが市民のためにいいかっていうことになると、民間の資金を使って最終的に

は利用者が大変いろんな選べて、それでこれを活用できるっていうことは、これと市であろう

が、あるいは民間であろうが利用者にとってどちらがいいかっていう話になるわけなんです。

ですから、このたびのこの西側の活用については、私はこれを推進したいというふうに思いま

すし、その中でこのキャンプ場の一部改正については、これは賛成をしたいということであり

ます。以上です。 

◆田村繁已委員長 よろしいですか。はい。ほかにございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

◆田村繁已委員長 ないようでございますので、討論は終結いたします。 

これより議案第 98 号鳥取市キャンプ場の設置及び管理に関する条例の一部改正についてを

採決します。本案に賛成の方は挙手をお願いします。 

〔賛成者挙手〕 

◆田村繁已委員長 挙手多数と認め本案は可決することに決定しました。 

議案第 102 号負担付き寄附の受納について（質疑・討論・採決） 

◆田村繁已委員長 次に議案第 102 号負担付き寄附の受納についてを議題とします。 

質疑を行います。質疑のある方は挙手をお願いします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

◆田村繁已委員長 ないようでございますので、以上で質疑を終結します。 

討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

◆田村繁已委員長 討論なしと認め討論を終結します。 

これより議案第 102 号負担付き寄附の受納についてを採決します。本案に賛成の方は挙手を

願います。 

〔賛成者挙手〕 

◆田村繁已委員長 挙手全員と認め本案は可決することに決定しました。 

議案第 103 号財産の無償貸付けについて（質疑・討論・採決） 

◆田村繁已委員長 次に議案第 103 号財産の無償貸付けについてを議題とします。 

質疑を行います。質疑のある方は挙手をお願いします。岩永委員。 

◆岩永安子委員 資料の 16 ページの納付金に関する提案というのがあって、利益に見合う納付金
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を県市へ納付する提案を事業者から受けていますということですが、この 1.5％とか、３％とい

うのはどういう根拠というか、どういう考えのものですかということ、まず、それをお願いし

ます。 

◆田村繁已委員長 米澤参事。 

○米澤裕治観光・ジオパーク推進課参事 観光・ジオパーク推進課米澤がお答えいたします。納

付金につきましてはプロポーザルの募集の要項のほうにも、提案項目として設けておりまして、

事業者からの提案を受けております。その内容について評価ポイントとするといった内容とさ

せていただいておりました。ですので、事業者がこの計算方法については比較的自由な発想の

下で提案できるというような内容になっておりました。今回この事業者につきましては事業利

益、これは経常利益のベースになりますが、それに対して初年度から６年度までは 1.5％、７年

度以降は３％というようなことの提案をいただき、それは事業者のほうが根拠を積み上げられ

て、これだったら納付金として出しても大丈夫だろうというようなことで算定されたものと伺

っております。以上です。 

◆田村繁已委員長 岩永委員。 

◆岩永安子委員 事業者のほうからの提案だということなので、どういう根拠ですかとかいうよ

うなことは分かりませんというとですよね。 

その下の、今後のスケジュールのところでこの間道路を整備したり、それからトイレや先ほ

どの 89 号にあったようにいろんな整備をしたんですが、９月１日以降施設等の引渡し、それぞ

れ必要な整備を実施っていうのは、これは今まで決めたことを実施するということなのか、必

要な整備がまだあるよということなのか、そこら辺はどういうふうに読んだらいいでしょうか。 

◆田村繁已委員長 米澤参事。 

○米澤裕治観光・ジオパーク推進課参事 観光・ジオパーク推進課米澤です。９月１日以降施設

の引渡を行った後に、事業者及び行政でそれぞれ必要な整備を行うというのは、事業者におい

ては提案をされたサイクリングターミナルの改修だとか、柳茶屋キャンプ場へのグランピング

などの設置など、整備を行っていただく必要がありますし、行政、市としましては管理道を整

備するというようなことを出しておりますので、そういった整備を限られた工程の中で、順序

よくお互いが確認をしながら行わせていただくと、そういった内容のものでございます。今ま

で予算等で上げさせていただいた内容の事業を予定どおりやっていくためのものでございます。 

◆田村繁已委員長 ほかにございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

◆田村繁已委員長 ないようでございますので、以上で質疑を終結します。 

討論に入ります。討論はありませんか。岩永委員。 

◆岩永安子委員 施設をすみ分けをして利用できる、今までどおりの安価で利用できる施設もあ

るんだというふうに言われたんですけど、やっぱり非常に限られた部分ですし、それから大体

こどもの国は本来県の施設でそこがどういうふうに利用者を増やしていくのかということは、

本来そこが考えればいいことですし、私はやっぱりこの西側整備事業、全体の流れなんだとは

思います。ホテルを造ったり、そういう流れの中で、よりこのキャンプ場をグランピングとい
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うような施設で、上質化するという言葉で表現される部分もあるのかもしれませんが、じゃあ、

本当にそれが子供たち、鳥取の市民が利用しやすい施設ということになるのかどうなのかとい

う点でいけば、そうではないというふうに私は思います。 

確かに無償貸付けです。ですが、こういう形でよりお金をかけてやるということが本当に市

民が利用しやすい施設としての在り方ではないというふうに私は思います。ですので、無償貸

付けをしてこのように改修をしていくと、民間が活用していくということについては反対です。 

◆田村繁已委員長 はい、ほかにございますか。西村委員。 

◆西村紳一郎委員 私は賛成の立場で討論をしたいと思います。サイクリングターミナルの廃止

を条例可決しました。そして先ほども柳茶屋キャンプ場の廃止を可決しましたし、やはり我々

は新たな砂丘観光、そして西側の整備を望んで進めるべきだと考えるわけであります。今回、

年間３万人をもくろんでこの計画は遂行されているということは、大変大きな砂丘観光のイメ

ージアップにもなりますし、多く入り込み客数が増えると想定されるわけでありまして、そう

いう意味で鳥取砂丘、本市の目玉である砂丘、そして西側の整備、不可欠なことだと思います

ので無償貸付けについて賛成いたします。 

◆田村繁已委員長 ほかにございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

◆田村繁已委員長 ないようでございますので以上で討論を終わりたいと思います。 

これより議案第 103 号財産の無償貸付けについてを採決します。本案に賛成の方は挙手を願

います。 

〔賛成者挙手〕 

◆田村繁已委員長 挙手多数と認め本案は可決することに決定しました。 

議案第 109 号令和４年度鳥取市一般会計補正予算のうち所管に属する部分（説明・質疑・討

論・採決） 

◆田村繁已委員長 続きまして追加提案のあった議案に入ります。 

議案第 109 号令和４年度鳥取市一般会計補正予算のうち、本委員会の所管に属する部分を議

題とします。 

執行部より説明をお願いします。渡邊次長。 

○渡邊大輔次長兼経済・雇用戦略課長 経済・雇用戦略課渡邊でございます。そうしましたら今

日、お配りをさせていただいております資料１と２、これは今定例会での追加補正予算説明資

料ということでお配りをさせていただいておりますので、そちらのほうを御覧いただきたいと

思います。それでは資料１おはぐりいただきまして２ページでございます。予算書 14、15 ペー

ジ見開きでございます。事業別概要は 13 ページ上段になっております。06商工費、01商工費、

02 商工業振興費、41 地域経済活性化促進事業費でございます。そのうち、一番上の鳥取市オミ

クロン株影響対策緊急応援金２億 6,080 万円のお願いをするものでございます。この事業費の

うち、２億 864 万円はコロナ臨時交付金を利用して支援するものでございます。本事業につき

ましては４月の臨時議会におきまして御承認をいただき実施しております事業でございます。 
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事業内容としましては、県の応援金を受給している事業者、これはオミクロン株の第６波に

影響を受けている事業者でございます。具体的に申しますと、今年の１月、２月の売上額の合

計が過去３年、いずれかの年の、同時期の売上金と比較して 30％以上減少しているという事業

者を対象に売上額に応じて、県の応援金に追加支援という形で本市の応援金を支援しているも

のでございます。 

我々のほうで当初 1,889 件、本市の事業者数の約２割程度ということで想定をさせていただ

きまして予算計上をしておりました。６月の上旬の時点で県へ申請をされている事業者のうち、

鳥取市の事業者が 2,500 件を超えておるという状況でありまして、今議会におきまして最大件

数を 3,000 件と改めて見込ませていただきまして試算し直しました。不足分を今補正予算とし

てお願いするものでございます。 

トータル事業費は４月に御承認いただいた３億 1,902 万 6,000 円とこのたびの補正額２億

6,080 万円、合計しまして５億 7,982 万 6,000 円といった事業費となります。 

説明は以上でございます。 

◆田村繁已委員長 西田課長。 

○西田茂樹企業立地・支援課長 企業立地・支援課西田です。そうしましたら資料１の２ページ

の２番目でございますけども、鳥取市製造業再エネ・省エネ設備導入事業費（コロナ克服・新

時代開拓臨時交付金）補正予算額が１億円、事業別概要は 13 ページの下段でございます。財源

につきましては、これも同じく８割の 8,000 万円をコロナ克服・新時代開拓臨時交付金を充当

するものでございます。この事業につきましては資料に基づきまして御説明をさせていただき

たいと思います。資料２の３ページをお開きいただきたいと思います。 

まず、事業の目的でございますけども、コロナ禍、円安、原材料や燃油価格高騰によりまし

てエネルギーの価格は高騰し、エネルギー確保は困難となっている状況があります。そういっ

た中、市内中小企業者においても大きな影響が出ているという状況にあります。そういった中、

再エネ・省エネ効果の高い設備の導入を支援することでエネルギー転換を図り、現状を克服し、

持続的発展を図ることを目的といたします。対象の事業としましては再生可能エネルギー設備、

それから省エネルギー設備を導入するものでございます。 

対象事業者としましては市内の中小企業者のうち製造業、鳥取市の基幹産業であります製造

業に属する事業を主たる事業として営むものであること、また、市内に既に事業所を有してい

ること、さらに市内で１年以上事業を営んでおり、事業継続の意思があることなどを対象とし

ております。対象経費としましては右のとおりでございますけども、そのうち、一番右の設備

処分費につきましては省エネ設備等入替えに伴い処分するもののみを対象としたいと思います。 

次の補助対象設備につきましてですけども、これにつきましては４つの区分に分けておりま

す。まず①の発電・蓄電設備についてでございますけども、発電した電力の自家消費を目的に

導入する太陽光発電設備や小型風力発電設備を対象としたいと思います。発電容量が 10 キロワ

ット以上 50 キロワット未満のものとしておりますけども、今 10 キロワット以上というのが産

業用と言われる太陽光発電の設備で、50 キロワット未満というのが比較すると小出力の発電設

備となります。それからその発電した電気を一時的にためるための蓄電池、これも対象といた
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します。 

②の効率的な省エネ機器ということで、高効率な空調設備であるとか、給湯器、ボイラー、

それから冷凍・冷蔵設備、それからコージェネレーションシステムとしていますけども、これ

は発電と同時に熱を発生するなど、同時に２つのエネルギーを生産し供給する、そういうこと

ができるシステムでございます。この省エネ設備の導入につきましては、専門家ですね、エネ

ルギー管理士等そういった資格を持った者によります省エネ診断を事前に受けていただき、そ

の診断により入替え等の対象になった設備、機器の更新、そういった事業費を対象とするもの

でございます。 

それから３つ目が電気自動車とＶ２Ｈ充放電設備ということで、電気自動車、右のほうにＥ

Ｖとか、ＰＨＶ（ＰＨＥＶ）としていますけども、ＥＶですとバッテリーの電気だけで動く車

ですし、ＰＨＶでありますとこのバッテリーに加えまして燃料タンクとエンジンを持ち合わせ

て動くそういった車、これも対象にするものでございます。それからＶ２Ｈ充放電設備という

のが、この車への充電、それから車にたまった電気を逆に施設、工場等へ放電、給電できるそ

ういった装置でございます。この電気自動車とこのＶ２Ｈ充放電設備を１組セットで購入する

場合には補助上限額を 20 万円、単独の場合には 10 万円という上限額を設定させていただきま

す。また、１車当たり補助上限組数としましては５組までというふうにさせていただいており

ます。 

それから④番のエネルギーマネージメントシステム機器でございますけども、このエネルギ

ーマネージメントシステムというのがＢＥＭＳとかＨＥＭＳとかＦＥＭＳというふうにちょっ

とアルファベットで書いていますけども、商用ビル向けとか、住宅向け、それから工場向けと、

このエネルギーの消費電力、そういったものを見える化したりとか、制御したり、そういった

ことができるシステムですけども、そういったものの導入と、それからデマンドコントローラ

ー、これも同じようにそういった電力等を設定した電力以上に使った場合に、例えば警報が出

るとか、そういった制御するような機能を有するものですけども、こういったシステムを導入

する場合、これも補助対象にしたいというふうに考えておるところでございます。 

申請条件としましては、この①、②、④につきましては単独でこのメニューのみの申請は可

能としますけども、③の電気自動車等Ｖ２Ｈ充放電設備につきましては、それのみでの申請に

つきましては対象外というふうにさせていただいております。 

補助率につきましては、この１、２、３、４の区分全部合わせまして２分の１、上限額を 700

万円とさせていただいております。 

それから、おはぐりいただきまして４ページでございますけども、補助要件でございます。

エネルギー使用量やエネルギー転換率が定量的に把握できるなど、省エネやＣＯ２排出量の抑

制に貢献すると認められるものであることというふうにしております。また、導入によります

効果を把握するために３年間、１年後、２年後、３年後にこのエネルギー使用量等の実績の報

告をすることを義務づけたいと思います。 

①、②、④の補助対象経費の合計につきましては 200 万円以上であるというふうに下限を、

設定をさせていただいております。また、住居の用途に該当しないこと、それから中古設備や
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リース物件ではないこと、それから交付につきましては１事業者につき１回限りとさせていた

だきます。 

また、鳥取県の制度で、鳥取県再エネ 100宣言ＲＥ Ａｃｔｉｏｎ推進事業補助金という制度

がございますけども、これも同様に太陽光発電の導入でありますとか、省エネ設備の導入、電

気自動車の購入、Ｖ２Ｈ充放電設備の購入につきましての補助事業でございますけども、この

県の制度との併用を可能とします。また、③のみ国と県の補助事業の併用を可能とします。そ

れで、国の事業につきましては、国エネルギー自動車等導入補助金ということで、電気自動車

につきましては上限 85 万円、ＰＨＶにつきましては上限 55 万円というようなそういう補助事

業でございます。 

４番の事業フローですけども、先ほど申し上げました省エネ設備の導入につきましては、事

前に補助金の交付申請の前に省エネの診断をしていただいて、その結果、対象となる設備の入

替え等、それを計画に入れていただいての交付申請となります。交付申請を市として受けまし

たら、審査をして交付決定をさせていただくというものですけども、先ほど、県の補助制度の

ことを申し上げましたけども、県の制度につきましても審査というのがありまして、それ同様

の審査をさせていただいて交付決定をさせていただきたいというふうに考えております。これ

も、コロナの交付金を使っておりますので、補助金の交付を今年度中に終わらせないといけな

いというところで、申請スケジュールのとこになりますけども、実施報告期限につきましては

令和５年２月 28 日まで、これが全ての支払いが終わって、実績報告がされる期限というふうに

させていただいております。この補助事業の交付申請期限につきましては令和４年の９月 30日

までとさせていただきます。ただし、予算に達し次第受付のほうは終了したいと考えておりま

す。 

予算額につきましては１億円ですけども、その積算としましては、この産業用の太陽光発電

設備の 10 キロワット辺りの設置費用の相場が大体 280 万となっておりまして、最大容量 50 キ

ロワットの発電設備を導入する場合に、導入経費が大体 1,100 万円かかるというところで補助

率を掛けました 700 万円、これを補助金の上限とさせていただいておりますし、実際の申請に

つきましては１件当たり補助金ベースで 500 万円というのを想定をしておりまして、20 件で 1

億円ということで予算額をつけさせていただいているとこでございます。 

続きまして、また資料１の２ページにお戻りいただきまして、その下でございます。鳥取市

新事業展開支援事業費（コロナ克服・新時代開拓臨時交付金）、補正予算額が１億 2,250 万円、

事業別概要は 14 ページの上段でございます。これにつきましても、資料２の５ページの資料に

よって説明をさせていただきます。事業の目的でございますけども、新型コロナ感染症による

影響が長期化しているという中で既存事業にとらわれない新規事業分野への進出や新たな販路

開拓を積極的に行い、ウィズコロナ、アフターコロナにおける事業継続や自立的な成長を図る

取組、こういったものを支援するということを目的としております。この事業につきましては、

現在本市が実施しております事業再構築支援事業補助金の発展的継続事業として実施するもの

でございます。 

補助要件としまして対象事業者でございますけども、まず、中小企業者であるということ、
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それから市内に主たる事業所を有しているということ。それから売上げの要件につきましては、

直近１年のうちの任意の３か月の売上高の合計と、それからコロナ前の平成 31 年１月以降の同

月の３か月の売上高の合計と比較をしまして10％以上減少していることを要件とします。なお、

今行っております事業再構築支援事業補助金につきましては、ここを 20％以上としておりまし

たけども、少し緩和をさせていただいているとこでございます。それから対象事業としまして

は、基本的に事業再構築支援事業補助金と同じでございますけども、新規事業分野への進出と

いうことですけども、下に書いています日本標準産業分類での小分類以上の区分が違う事業へ

の進出というとこで、ここにつきましては、事業再構築の補助事業につきましては中分類以上

ということにしていましたけども、これを緩和するような形で小分類以上ということでも対象

とすることとしております。それから販路獲得のための新規手法の導入でありますとか、新商

品・サービスの開発を対象といたします。 

今回のこの制度で違うところが、認定経営革新等支援機関でございますけども、これは国が

認定しているそういった支援機関、例えば商工団体でありますとか金融機関、税理士等でござ

いますけども、そういったところと一緒になって事業計画を策定したものであることというふ

うにさせていただきます。 

補助対象経費につきましてはこのとおりでございます。補助率につきましてでございますけ

ども、２つの区分に分けさせていただいております。ちょっと先に２番のほうから説明いたし

ます。事業費が 200 万円以上の場合でございます。この右にちょっと書いておりますけども、

県制度の採択事業に限るということで、県の制度ですけども、新時代対応型事業展開支援補助

金、また、県内企業感染防御型ｗｉｔｈコロナ新事業展開支援補助金としていますけども、県

も同じように市の事業再構築支援事業と抱き合わせのような形で県の多角化新展開応援補助金

という制度が今実施されていますけども、この事業につきまして県が７月末までで締切りをす

るということで、県の補助事業の期間が終われば、市も自然的に申請もなくなるというところ

で、県が新たにこの新しい事業を実施されるということに合わせて、この事業も実施をしよう

というものでございます。それで、県の事業につきましては補助率が 10分の５で、補助上限額

が 500 万円という制度でございますけども、これに上乗せをするような形で、市につきまして

はさらに 10 分の３、上限額 300万円の補助をしたいと思います。県と市の補助を合わせますと

最大で５分の４の補助になるというものでございます。 

県のこの新しい制度につきましては、事業費の下限が 200 万円というものがあります。です

ので、その 200 万円未満の事業につきまして鳥取市においては独自に支援をしたいと思います。

それが１の区分でございます。事業費 20 万円以上というふうにさせていただいておりますけど

も、ある程度の事業規模の新分野への進出とか、そういったことを考える場合の事業を対象と

するということで下限を 20 万円以上というふうにさせていただいております。この部分につき

ましての補助率につきましては３分の２、上限額が 150 万円というふうにさせていただいてお

ります。この部分につきましては県の補助事業の採択は必要ありませんけども、ただし、他の

制度との併用不可とさせていただいておりますし、既に市の事業再構築支援補助金を受けてい

るものについては受けることができないというふうにさせていただいております。 
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申請期限につきましては令和４年 10 月 31 日とさせていただいております。実績報告期限に

つきましては、これも同じく国の交付金の兼ね合いもありますので、今年度内に事業を完了し

ないといけないというとこで、報告期限を２月 28 日までというふうにさせていただいていま

す。 

また、予算額につきましては、積算としましては１の区分につきましては市の事業再構築支

援事業の交付実績を参考に、このように算出をさせていただきまして、想定としましては 17件、

1,570 万円としております。また、２の県との抱き合わせの部分につきましては県が県のこの補

助事業における交付見込額を立てておりまして、そこから本市の市内事業者の活用の見込みを

想定しまして、それが 40件ということで１億 680万円、これを見込んでおります。１と２を合

わせまして予算額を１億 2,250 万とさせていただいているとこでございます。 

以上でございます。 

◆田村繁已委員長 平井課長。 

○平井宏和観光・ジオパーク推進課長 観光・ジオパーク推進課平井です。そうしますと、続き

まして観光誘客応援事業費でございます。事業別概要が 14ページの下段でございます。補正額

は 400 万円となります。 

こちらは新型コロナウイルス感染症からの復興再生に向けまして、県内外から観光客を呼び

込もうという誘客イベント、それから観光キャンペーンなどの開催、さらに、デジタル技術を

活用した周遊コンテンツの造成など、観光事業者の皆さんが反転攻勢に向けた取組に対して支

援を行おうとするものでございます。補助率が３分の２、上限額が 40 万円ということで 10 件

程度の予定をしております。当初予算においても観光産業育成支援事業費によりまして、観光

事業者の様々な取組を支援してきたところですけども、予算枠のほうも上限に達する見込みも

あることと併せまして事業者からこうした、やはりコロナ後を見据えた反転攻勢に向けた動き

のニーズというものも何個か声を聞きながら、こういったこのたびの要求にさせていただいた

ところでございます。簡単ですが以上でございます。 

◆田村繁已委員長 以上ですかね。はい、御説明いただきました。 

質疑を行います。質疑のある方は挙手お願いします。長坂委員。 

◆長坂則翁委員 ちょっと教えてくださいや。この鳥取市製造業再エネ・省エネ設備導入事業費

の関係ね。もちろんＣＯ２の排出量削減だとか、省エネ対策だとか地球温暖化対策っていうの

は当然推進をしていかなきゃいけん。誰しもそれは理解できるとこなんだけども、このたびの

この事業っていうのは製造業に特化をしていますよね。いわゆる省エネ対策っていうのは何も、

もちろん排出量の関係はどこが多いかと言えば、やはり製造業が多いのかも分かりませんけど

も、省エネ対策とか、そういった環境問題に取り組むのは何も製造業に限らないわけですよね。

特にこの補助対象設備になると、ほかの業種でも当然取り入れることが可能っていうんか、で

きますよね。空調設備の関係だとか、①②の関係だって別に製造業だけじゃなしに、ほかの業

種だって当然導入しようと思えば考えられるんだけども、なぜ今、製造業に特化をした形の議

案になっとるんですか、教えてください。 

◆田村繁已委員長 西田課長。 
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○西田茂樹企業立地・支援課長 企業立地・支援課西田です。先ほど委員のおっしゃられました

ように、製造業っていうのが比較的、大型設備等を導入をしているという工場が多いものから、

まずはエネルギー、電気等、それを消費する量が多いというところ、それも１つ今回、製造業

に絞っている要因でございます。また、比較的大きな雇用を生んでいるという製造業でありま

すし、申し上げました市の基幹産業であるというところで、既にこの立地促進補助金において

も製造業を中心に支援をしているという中で、今回の燃油高騰、それによるエネルギー、電気

の高騰によりましてコストがかなり膨れ上がってるという中で、製造業につきましてはものづ

くりということで、そこのコスト削減、また、おっしゃられましたように、脱炭素ということ

を考えれば、まずは物の生産を、まず脱炭素していくということが、まずは一番かなというと

こもございますので、そういった観点からも製造業をということで今回はさせていただいてい

るとこでございます。 

◆田村繁已委員長 長坂委員。 

◆長坂則翁委員 もちろんコロナ克服・新時代開拓臨時交付金ですから、国の交付金を活用して

の事業ですよね。じゃあ、この製造業再エネ・省エネ設備導入事業っていうのは国が示したも

のなのか、鳥取市として考えて製造業ということにしたのか、その辺はどうなんでしょう。国

の事業なんですかね。鳥取市独自っていうんか、鳥取市が考えられた事業なのか、その辺はど

うですか。 

◆田村繁已委員長 西田課長。 

○西田茂樹企業立地・支援課長 企業立地・支援課西田です。今回のこの制度につきましては、

コロナの交付金ということで、特にこの省エネ・再エネに充当できるものというんじゃなくて

全般に充当できるというとこで、本市として独自にまずは先立って製造業というとこの再エネ・

省エネの設備導入を促進するために本市独自で今回やろうとしてる事業でございます。 

◆田村繁已委員長 長坂委員。 

◆長坂則翁委員 いや、さっきも言いましたようにね、何も省エネ、あるいは温暖化対策ってい

うのは何も製造業に限ったことじゃないと思うんですよね。内部の議論の中で、やっぱり製造

業が一番いいという結論だったんだろうと思うんだけども、何か製造業に特化をするというの

は抵抗感があるような気がするんだけどね、どうなんでしょうね。 

◆田村繁已委員長 大野部長。 

○大野正美経済観光部長 私のほうから説明をさせていただきます。まず、この再エネ・省エネ、

特に直近の電気代の高騰、これはコロナからさらにこういった問題は出てきているということ

で、ここには早急に対応していかなきゃいけないという判断の下に、再エネ・省エネの設備の

導入について積極的にうちも支援していこうということで、再エネも含めて既存の電力会社の

電力に頼らないような、そういう体制を作っていかなきゃいけないということで独自に市の制

度として作らせていただいたものです。それで、できますれば極力幅広い業種に適用していく

というのが本来やっていくべきことだとは思っていますけども、財源の制約もございますので、

まずは、じゃあ、どこからやっていくかということで製造業を選ばせていただいたということ

です。 
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それで、なぜ製造業かと言いますと、電気代につきましては一般家庭でも、今、少しずつ電

気料金がこの１年間じりじりと上がってきております。じりじりと上がってきておりますから、

あんまり電気代がものすごく高くなったなっていう実感までは、私も含めて、まだ至ってはな

いんですけども、でも、１年前の電気代を引っ張り出して見るとやっぱり高くなってるという

状況です。ところが、これ、一般家庭の話ですけども、高圧電力を使ってる工場なんかの電気

の契約は、これ、基本的には一覧表で決まってるわけじゃなくて、相対契約で契約をしてとこ

ろがほとんどになります。どちらかというと、もう全国的にこの高圧電力の契約料金が跳ね上

がっているというのが実情でございまして、ここがかなり収益をも圧迫してきているという状

況になっております。加えて、直近でも、再生可能エネルギーの導入を進めていかないと下請

けとして取引に入っていけないというような現象が起こっていますので、そこも併せて解決し

ていかなきゃいけないということで、早急な対策を要する業種として製造業という形でやらせ

ていただいているということでございます。 

◆田村繁已委員長 長坂委員。 

◆長坂則翁委員 まずは製造業、差し当たり一番急がれるという辺りから製造業ということであ

れば、それは理解しろと言われれば理解しますけども、環境問題に取り組むのに何も製造業に

限ったことではないわけですから、今後のこの種、再エネ・省エネ設備導入に関わる事業にな

れば、もう少し間口も広げていくようなことも含めて十分検討いただくということで了解した

いと思います。以上です。 

◆田村繁已委員長 西村委員。 

◆西村伸一郎委員 関連ですけど、省エネ診断ですね。この有資格者の診断がいるということで

すが、どの程度有資格者の方がいらっしゃって、どういう診断されるのか、それが分ったらお

願いしたいと。 

◆田村繁已委員長 西田課長。 

○西田茂樹企業立地・支援課長 企業立地・支援課西田です。先ほど専門家と申し上げましたけ

ども、具体的には国家資格でありますエネルギー管理士の資格、そういったものを持っとられ

る方による省エネ診断、それを対象としたいというふうに考えております。 

エネルギー管理士の方がどれくらい、例えば市内とかにいらっしゃるのかいうとこは、ちょ

っと把握はできておりませんけども、市内の方でなくても全国どういう方でもよろしいので、

そういった方からの省エネの診断を受けるということを必須としておりまして、診断の内容と

しましては、直近のとか、過去の電力使用量とか、今どういった設備を入れているのかとか、

そういったことを基に実際現地に行って診断をされた結果、例えばこういう電気とか、ボイラ

ーとかも新しい高効率な物に換えたらどうかというような提案というのをされるようなそうい

う診断でございます。 

◆田村繁已委員長 西村委員。 

◆西村伸一郎委員 その中に節水型トイレってありますね。これはちょっと詳しく教えてほしい

ですけど。 

◆田村繁已委員長 西田課長。 
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○西田茂樹企業立地・支援課長 対象をちょっと節水型トイレとしておりますけども、それぞれ

の機器の高効率な物がどういう物なのかとこまで、すいません、ちょっと勉強不足なもんでそ

こまでは勉強してないですけども、カタログ等で過去のとか、１つ前の型の設備に比べて水で

あるとか、電気の消費を抑えるというようなことが確認できるようなそういう設備であれば高

効率な省エネ機器だということで判断して対象としようというふうに考えております。 

◆田村繁已委員長 そのほか、上杉委員。 

◆上杉栄一委員 オミクロン株の緊急応援金ですけれども、これは４月補正の追加補正という形

になるんだけども、県の応援金に上乗せということで、その当時、これたしか県は今年の初め

から募集をかけていて、それで鳥取市の補正で、４月の補正だったからたしか５月以降に、そ

れに上乗せでということだったと思うんだけども、県の実態ですね、申込み申請の実態は大体

分っているはずだったと思うんで、当初は千八百八十数件、2,000 件ぐらいだろうとなったんだ

けども、もっとたくさん申請があったと。これ事前にそういった件数というのは分らなかった

のかどうなのか、その辺りはどうなんでしょう。 

◆田村繁已委員長 渡邊次長。 

○渡邉大輔次長兼経済・雇用戦略課長 経済・雇用戦略課渡邊でございます。県のほうの申請は

５月末までということでございましたので、その都度、その都度お話を伺いながら情報を交換

しながらやってきたところでございます。当初の予算のときには全くそこまでの数字というこ

とは考えておりませんでしたけれども、お話を聞いていく上で、かなり増えてきているなとい

う情報をいただいたものでございます。ちなみに県のほうが先ほど 2,500 件ぐらいだというよ

うなことで言いまして、県も補正予算を組まれるということでございますし、同じく事業を組

み立てられておられます米子市もこのたび補正予算を組まれるというようなことで聞いておる

とこでございます。 

◆田村繁已委員長 上杉委員。 

◆上杉栄一委員 このことは、このオミクロン株、いわゆるコロナ禍での市中の経済状況が、行

政が考えた以上に大変厳しい状況だっていうことは改めてこれ行政側も認識してもらわんとい

けんというふうに思っております。見通しが甘かったとか、そういう話でなくして、よりそれ

こそ多くの申請があったということは、それだけ市中のいろんな業者さん、かなり厳しい状況

だということ、改めてこれで浮き彫りになったわけでしてね。だから、そういった形で４月の

補正でまた追加補正というのは、行政としてはしっかり見通しが立ってなかったということに

なるわけですから、その辺りについてはしっかりと今後のことについてもいろんな情報を集め

る中で、適正な予算措置を取ってください。以上です。 

◆田村繁已委員長 そのほかございますか。岩永委員。 

◆岩永安子委員 その前の先ほどの製造業の導入事業なんですが、１件当たり 500 万円で 20 件を

想定してるということなんですが、これは 500 万円というのは大体何と何を導入すると大体半

分は 500 万円ですよ、というのはどういうふうに考えたらいいんですか。 

◆田村繁已委員長 西田課長。 

○西田茂樹企業立地・支援課長 企業立地・支援課西田です。積算につきましては、計算上は①
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の発電・蓄電設備のところで、太陽光発電の一番最大容量の 50キロワットの発電設備を導入す

る場合が 1,400 万ぐらいかかるということでお答えいたしましたけども、この当然①だけでは

なくて、例えば②だけでやるとか、③と④を併用してというようなことも想定されますけども、

申請される事業者さんのその工場の規模も様々でありますし、１件当たりというのはどういう

ふうに設定するのかなとしたときに、最大の補助金の 700 万の 20 件というのではなくて、マッ

クスではないところでの設備導入をされるんではないかというところで、事業費ベースで言う

と 1,000 万円、補助金額で 500 万円というところを１件当たりというふうに想定をさせていた

だいたところでございます。 

◆田村繁已委員長 長坂委員。 

◆長坂則翁委員 すみません、先ほどちょっと落としとったもんで。この製造業再エネ・省エネ

の関係ね、ちょっと教えてくださいや。この補助対象設備の中に発電・蓄電設備とあるんです

けども、ここに太陽光発電設備、小型風力発電、鳥取市は非常に水に恵まれていて、実は佐賀

県の小水力発電のことがちょっと頭によぎったもんですから、例えば、なぜ小型水力発電はそ

の対象から外されたのか、その辺は何か経過があるんですか、ないんですか。やっぱりきちっ

として執行部として考えられた末の提案だろうと思うんで、なぜ、小型水力発電設備というも

のがここは除外されたのか、その理由なり根拠を教えてください。 

◆田村繁已委員長 西田課長。 

○西田茂樹企業立地・支援課長 企業立地・支援課西田です。今回その発電設備の中で太陽光と

小型の風力というふうに絞ったのは、まずは、小水力というと、まず場所の選定から入ると思

うんですけども、工場の隣接したところで発電ということを考えた場合に、なかなかすぐに計

画が立てられるのかなというところと、これがコロナの資金を使っていますので、今年度中に

事業を終わらせないといけないというところで、なかなかそういった小水力の発電というのが

この期限内に事業完了できるのかと考えたときに、なかなか難しいだろうなというところで、

想定としましては太陽光発電、パネルを上げるというのと蓄電池を整備するというのがこの期

間的にはまず一番導入しやすいだろうかなというところで、そういったものが主には申請が出

てくるということを想定して、この対象設備というのを絞らせていただいたとこでございます。 

◆田村繁已委員長 長坂委員。 

◆長坂則翁委員 コロナ克服が絡んでおるという発言、答弁があったんだけれども、小型風力発

電とコロナの関係、例えば小型水力発電設備とコロナの関係、どう違うんですか、じゃあ。コ

ロナ克服の関係が絡んどると、今、西田課長が言われたけど、私は全然関係ないと思いますよ。 

◆田村繁已委員長 西田課長。 

○西田茂樹企業立地・支援課長 企業立地・支援課西田です。ちょっと言葉が足らなかったかも

しれないんですけども、国の交付金を活用している事業ですので、そもそもこの補助事業自体

の事業完了が今年度中ではないといけないという意味で、この交付金の活用をするのに小水力

発電が対象にならないというわけではなくて、ただ単に、その期間の関係で事業期間を考えた

ときに外したということでございます。 

◆田村繁已委員長 長坂委員。 
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◆長坂則翁委員 ちょっと理解しづらいんだけども、期間の関係で外した、じゃあ、小型風力発

電設備を設置をしようと思えば期間はかからないんですね、確認したいですけど。 

◆田村繁已委員長 西田課長。 

○西田茂樹企業立地・支援課長 企業立地・支援課西田です。基本的には既存の設備を導入する

というようなものを想定をしていまして、それであれば小型風力発電設備についても物自体が

入れば短期間での導入が可能ではないかという考えでございます。 

◆田村繁已委員長 長坂委員。 

◆長坂則翁委員 ですから、くどいようだけども、その期間のことを言われるとね、私は小水力

発電設備も従来のいわゆる発電設備とはイメージをがらっと変えた、佐治のほうで、今、調査

研究含めてやられているようだけども、従来型のいわゆる水力発電というイメージじゃなくし

て、いや、佐賀県の事例もあるんですよ、資料持っていますけども。ですから、少なくともコ

ンパクトですぐにでもできそうなイメージを私が持ったもんですから、あえてその小型風力発

電設備があって、なぜ小型水力発電がないのか、部長、もしあれだったらお答えください。 

◆田村繁已委員長 大野部長。 

○大野正美経済観光部長 委員おっしゃるとおり、小水力発電というのは当面私どもも積極的に

この地域に導入していきたい電力の１つでございます。それもありまして木合谷川で調査研究

しているところで、できればあそこで業者が選定されて、もう事業に着手しているという状況

であるはずだったんですが、系統の電力等なかなかやっぱりハードルがあるということで一旦

断念はしましたけども、それ引き続き、次の事業者に入っていただけるように検討をしていっ

ているという状況でございます。 

それで、今回のこの設備導入の事業につきましては、先ほど課長からもありましたけども、

やはり期間の問題というところが一番大きなポイントになっていまして、河川ですね、小さな

川とはいえ、河川を使うとなると、集落内での合意を取ったりとか、例えば上流域とか下流域、

その辺りも含めて了解を取っていくという必要がありますので、なかなか年度内で事業を完了

するというのが現実的には難しんじゃないかということで外させていただいたということでご

ざいます。 

◆田村繁已委員長 はい、そのほかございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

◆田村繁已委員長 ないようでございますので質疑を終結します。 

討論に入ります。討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり） 

◆田村繁已委員長 討論なしと認め討論を終結します。 

これより議案 109 号令和４年度鳥取市一般会計補正予算のうち、本委員会の所管に属する部

分を採決します。本案に賛成の方は挙手をお願いします。 

〔賛成者挙手〕 

◆田村繁已委員長 挙手全員と認め本案は原案のとおり可決することに決定しました。 

以上で経済観光部の審査を終了します。執行部の皆さんは御退席ください。 
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【農林水産部・農業委員会】 

◆田村繁已委員長 農林水産部・農業委員会の審査に入ります。 

初めに田中部長に御挨拶をいただきたいと思います。 

◆田中英利農林水産部長 農林水産部長の田中でございます。よろしくお願いいたします。 

それでは早速ですが、本日は６月 16 日の文教経済委員会で説明させていただきました議案第

89号の一般会計の補正予算、また、議案第100号鳥取クレー射撃場の条例の一部改正について、

そして議案第 107 号の専決処分事項の報告及び承認について、これらの議案審査でございます。

また、先月の６月 22 日に追加提案させていただきました議案第 109 号一般会計の補正予算の議

案説明及び審査でございます。追加提案の内容でございますが、コロナ禍やウクライナ情勢な

どに伴います飼料価格高騰に対する畜産農家への支援と燃油高騰に対します漁業者への支援を

計上しております。以上でございます。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

議案第 89号令和４年度鳥取市一般会計補正予算のうち所管に属する部分（質疑・討論・採決） 

◆田村繁已委員長 それでは議案第 89号令和４年度鳥取市一般会計補正予算のうち、本委員会の

所管に属する部分を議題とします。 

質疑を行います。質疑のある方は挙手をお願いします。長坂委員。 

◆長坂則翁委員 林務水産の課長にちょっとお尋ねしたいんだけども、事業別概要 55ページの安

蔵森林公園の施設管理費の関係ね。340 万の補正が上がっておるんですが、内容としてはここに

書いてあるとおりですんでいいんですが、そもそもこの安蔵森林体験交流施設っていうのはい

つ造られた施設ですか。年次的にはいつ造られたのか。 

◆田村繁已委員長 山口課長。 

○山口真二林務水産課長 林務水産課長の山口でございます。安蔵森林公園、その中の交流体験

施設でございますけども、こちらが 1997 年３月に建築したものでございます。 

◆田村繁已委員長 はい、長坂委員。 

◆長坂則翁委員 1997 年っていうのは元号でいきゃあ、いつですだいな。ちょっと早見表持っと

らんけあれだけど。 

◆田村繁已委員長 山口課長。 

○山口真二林務水産課長 林務水産課山口でございます。平成９年でございます。 

◆田村繁已委員長 長坂委員。 

◆長坂則翁委員 それで特に夏場は涼しいところだろうと思うけれども、年間の利用者数ってい

うのはどのように推移しておるんですか。 

◆田村繁已委員長 山口課長。 

○山口真二林務水産課長 林務水産課山口でございます。利用者数の推移でございますけれども、

令和元年度 7,118 人、令和２年度 6,218 人、令和３年度はちょっとまだ確定数字、こちらのほ

うに持ってきておりません。またこちらのほうは後でお知らせさせていただけたらと思ってお

ります。 
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◆田村繁已委員長 長坂委員。 

◆長坂則翁委員 その 7,000 人だとか、6,000 人だとかっていう利用客は主に市民なのか、県内

なのか、県外なのか、そこら辺の内訳も分かりますよね。 

◆田村繁已委員長 山口課長。 

○山口真二林務水産課長 林務水産課山口でございます。宿泊者につきましては宿泊者名簿のほ

うから別枠で分かりますけれども、大半の方がそちらのほうに来られまして、それで、山のほ

う、いわゆるこちらのほうから鷲峰山のほうに行かれるという方が結構いらっしゃいまして、

それで、鷲峰山の向こうのほう、鹿野町とこちらとで車乗り合わせてやって来られた方はかな

りいらっしゃいます。あと、ここのところは林道安蔵線、先に行きますと若桜江府線を用いま

して三朝町のほうに行くということで、途中、トイレ休憩等に寄られる方が結構な数いらっし

ゃいます。こういった方々もカウントさせていただいておりますので、そういった方々につき

まして、県内、県外というのが分からない状況でございます。以上でございます。 

◆田村繁已委員長 長坂委員。 

◆長坂則翁委員 いずれにしても年間 6,000 なり、7,000 なりのそれなりの利用者もあるという

ことですから、大事にしていかなきゃいけない施設かも分からんですよね。ＰＲはどういう形

でしておられるんですか。 

◆田村繁已委員長 山口課長。 

○山口真二林務水産課長 林務水産課山口でございます。安蔵森林公園に関しましては、こちら

は指定管理者制度を用いております。つきましては、こちらの利用促進につきましても指定管

理者のほうでしていただいております。それで、お話もいろいろと聞かしていただいておりま

す。いろんな、スノーピークというようなアウトドア用品のところに行きまして、そういった

ところにつきましてキャンプ等もございますので知っていただきたいというような話もしてい

るとか、鳥取県下それぞれのキャンプ場のネットワークもございますので、そちらのほう通じ

で全国に発信したいと、そういったこともお話を聞かしていただいておりますし、一般的に鳥

取市内等へのチラシ、広告ですね、あちらのほうへのチラシを入れたりというようなことで誘

客をしているというふうに聞いております。以上でございます。 

◆田村繁已委員長 長坂委員。 

◆長坂則翁委員 分かりました。 

それで、もう１点、事業別概要 58ページの下段、59 ページの下段、コミュニティ助成事業費

の関係で林務水産課と農村整備課、新規事業で２つ、宝くじを使っての公園の遊具ということ

で 250 万それぞれ同額が計上されておるんですけども、この遊具ってね、都市公園は都市整備

部の都市環境課が所管で、その都市公園の遊具というのは鳥取市公園・スポーツ施設協会が全

て維持管理、点検を含めてやってますよね。今度この林務水産課や農村整備課が所管で設置さ

れた遊具というのは、そこら辺りのメンテナンスというか、今後の保守点検作業というのは誰

がやって、どういう形の保守点検作業というのはやられるんですか、教えてください。 

◆田村繁已委員長 坂本次長。 

○坂本武夫次長兼農村整備課長 農村整備課坂本です。農村整備課で所管しております農村公園
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につきましては、ふだんのその点検であるとか、ちょっとした塗装の塗り替えっていうのは地

元でやっていただいておりまして、それで、前回も行ったんですけども、５年から 10 年程度で

１回は全てを点検できるように行政のほうが点検をしております。以上です。 

◆田村繁已委員長 長坂委員。 

◆長坂則翁委員 ５年。 

◆田村繁已委員長 坂本次長。 

○坂本武夫次長兼農村整備課長 農村整備課坂本です。はい、おおむね５年で点検をしておりま

す。 

◆田村繁已委員長 いいですか。山口課長。 

○山口真二林務水産課長 林務水産課山口でございます。林務水産課所管の公園というのはほと

んど遊具がないようなところばっかりでございまして、そうですね、こちらも実を言うとずっ

となかったところでございます。かなり以前に壊れてそのままずっとないというような状況に

なっておりましたので、もう何もなかったところでございます。今後につきましては基本的に

は地元管理ということでこちらのほうについてはお願いするということになっております。以

上でございます。 

◆田村繁已委員長 長坂委員。 

◆長坂則翁委員 どうなんですかね。いわゆる都市公園については公園・スポーツ施設協会が維

持管理、点検も含めてやっておられるんだけども、そこら辺りとの整合性というんか。遊具も

ね、例えば変な話をするようだけども、足の骨を折ったりするような遊具も以前あったんです、

うちの近くの公園でも。ですから、一定の、これ農村整備課だけに限った問題じゃないんだけ

ども、遊具点検のそういった基準、保守点検の基準というんかマニュアルというのは、それっ

ていうのはあるんですか、ないんですかどうですか。 

◆田村繁已委員長 坂本次長。 

○坂本武夫次長兼農村整備課長 農村整備課坂本です。直近では令和元年、２年ぐらいに一斉に

農村公園の遊具点検をしておりまして、その際に、民間の公園遊具の協会が持っておられる点

検マニュアルがございますが、それに準じて現実のほう点検いたしまして、もうこれは使用に

耐えかねるというものについては、撤去を地元と協議をして取らしてもらったりであるとかし

ております。以上です。 

◆田村繁已委員長 長坂委員。 

◆長坂則翁委員 要は、私が言いたいのはね、やはり都市公園と同じような基準でもって保守点

検、メンテナンスをやっていかないと事故が起きてからでは遅いわけですんで、今はちょっと

ばらつきがあるんかも分からんけれども、場合によったら都市環境課はよく知っておるはずで

すから、ある程度準じた形での保守点検といいますか、お願いしたいなと思います。というの

がね、ええ、その遊具まだ十分使えるんじゃないのっていっても、交換する場面もあっとるん

です、現実に。だけど、ここら辺の農村整備課とか、林務水産課の遊具は、ある意味じゃ老朽

化してもそのままになる可能性があるんではないか、ちょっとそんなことを思ったもんですか

ら。いずれにしても遊具で遊ぶのは同じ市民の子供たちなわけですから、ある程度足並みをそ
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ろえた保守点検も含めた考え方で、都市公園と同じような考え方でやっていただきたいな、こ

のことだけ申し上げておきます。以上です。 

◆田村繁已委員長 ほかにございますか。岩永委員。 

◆岩永安子委員 事業別概要 51 ページの下段の農産物販路拡大支援事業費です。米の消費拡大と

いうことで、米粉やそれから資料いただいた分には、新米フェアとか、流通拡大事業とか、大

事な事業だとは思うんですが、（１）の 400 万と、それから麒麟のまち賑わい創出業務、中之島

でのイベント開催ということです。この１、２の事業は誰がやるのかなということをまず、教

えてください。 

◆田村繁已委員長 山川課長。 

○山川泰成農政企画課長 農政企画課山川でございます。まず、米の流通及び消費拡大事業で 400

万、それから麒麟のまち賑わい創出事業について 100 万ですが、基本的には委託業務として組

んでおりまして、ですから、事業主体としてはあくまでも鳥取市が主体的にやるということで

すが、業務を委託するのは米の流通及び消費拡大事業は地域商社とっとりを予定をしておりま

すし、麒麟のまち賑わい創出事業については大丸等で今、一生懸命三ツ星マーケットをやって

いらっしゃいますが、山陰三ツ星マーケットというところに初めて委託をしようというふうに

考えています。以上です。 

◆田村繁已委員長 岩永委員。 

◆岩永安子委員 地域商社とっとりは、次の高度物流システム構築支援事業費とか、そこでも新

たな事業を広げられるのかなというふうに思うんですが、結構、米の分については販路開拓、

それで福祉施設だとか、具体的に給食事業種とか、営業を展開するということが書いてあって、

こういうことを含めて地域商社とっとりがされるということなんですね。 

◆田村繁已委員長 山川課長。 

○山川泰成農政企画課長 農政企画課山川です。おっしゃるとおりで全て営業とかも含めて地域

商社のほうで担っていただきたいと。タイミングが合えばといいますか、機会があれば我々も

一緒についてって営業していくというか、そういうイベントに参加するみたいなことは今まで

もやってまいりましたけども、同様に基本的には地域商社のほうでやっていただくっていう考

え方です。以上です。 

◆田村繁已委員長 上杉委員。 

◆上杉栄一委員 事業概要の 54 ページの上段の企業等の農業参入促進支援事業費補助金ですけ

れども、これはいわゆる農業参入した企業がその事業撤退に関しての返還金ですわね。この処

分の対象となる機器等の名称と数量というのが書いてあるんだけども、かなりコンバイン、私

はちょっとどれぐらいのそれこそ価格なんか分からんだけども、当初ここが参入した折の、こ

れらの補助率、補助金、幾ら補助金が出ているのかどうなのかということ。それから企業から

の返還金は 159 万 4,000 円、これがここに書いてあるように経過年数、耐用年数というような

ことの中で、この金額が出したんだろうけれども、例えばコンバインとかそういったものの機

器ですね、これは最終的にはどこのものになるんか、その辺りちょっと教えてやってください。

どうもちょっと金額が不明瞭でよく分からんもんですから。 
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◆田村繁已委員長 山川課長。 

○山川泰成農政企画課長 農政企画課山川です。この企業参入の補助金については、新規に農業

参入される方に出すものでありまして、３か年間の間に 500 万円を支給するということで、対

象についてはこういった機械購入なんかに充てていただくことになるわけですけども、補助金

として出しているのは 454 万円が全額ということになります。そのうち、コンバイン等、総事

業費としては 1,400 万ぐらいの総事業費でございますが、あとは自己資金なりで対応されてい

るというものでございます。 

こういった機械につきましては、補助金は出していますが、基本的には企業さんのものでご

ざいますので、この残存等価格補助金として返還をしていただきますが、恐らくこういった機

械は処分されて、売ってお金に換えて、我々に返していただくようなのに充てているというふ

うに理解していただければと思います。以上です。 

◆田村繁已委員長 上杉委員。 

◆上杉栄一委員 多分そういうことだろうというふうには想像はしたんだけれども、言ってみれ

ば、農業というのは、米作りもそうなんだろうけども、収穫は出るのに１年に１回結果が出る

わけですわね。そうすると、４年ほどこれやったんだけども、駄目だったということで、結局

機械は処分してその分で返還金を出したという。まさに、安易に飛びついたんだけども、実際

やってみたらとってもそういう状況にならなんだと。だから、今のうちにもうやめてしまおう

というようなことだったのかなというふうには想像ができるわけでしてね。企業参入はそれは

それとしてどんどんしてもらえばええだけども、見通しの甘い、これ申請の折に何だかのまた、

審査がもちろんあるでしょうけれども、その辺りの見通しといいますかね。だから、鳥取市が

こういった事業について新規参入で、そういった見通しについてしっかりその辺りを審査した

のかどうなのか、その辺りどうでしょうか。 

◆田村繁已委員長 山川課長。 

○山川泰成農政企画課長 農政企画課山川でございます。おっしゃられるとおり、せっかく参入

されても、やっぱりドロップアウトされるような方もいらっしゃるというようなことで、非常

に今回も残念だなというふうに思っているんですけど、もちろん参入に当たってこういった補

助事業、補助金を充てる場合、当然審査をしております。県と市とＪＡとか、そういった方々

に入っていただいて、事業計画的に妥当かどうかという話は審査をさせていただいております。 

過大な計画ですと非常に我々も心配ですし、ちょっとこれは盛り過ぎじゃないのとかいうよ

うなことで指摘もして、計画を見直したりということも今までも何回もしてきておりまして、

このみなかの件については有機大豆を広範囲でやっていたということもあって、なかなかやっ

ぱり有機でやるというのは非常に難しいというのも、特殊事情があるんだと思うんですけども、

当初から有機をやるのは大変だよっていう話も口を酸っぱく言っておりまして、それでも規模

的に大丈夫かというか、資本力がある企業が親会社といいますか、ですので、その辺も含めて

じゃあ、頑張っていただきましょうかということでゴーサインを出したところでございます。

審査については一応しっかりとさせていただいている、どの企業さんについてもさせていただ

いているつもりでおります。以上です。 
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◆田村繁已委員長 平野委員。 

◆平野真理子委員 15 ページの下段、林道維持管理事業費です。これは要求額が 1,500 万で、査

定額は 950 万です。それで、点検もされながらで要求もされたと思うんですけど、それで、結

果的には林道８路線っていうことです。本来はもう少し路線がたくさんあって要求されたのか、

またはその８路線の中で減額してこうされたのかっていう状況について教えてください。 

◆田村繁已委員長 山口課長。 

○山口真二林務水産課長 林務水産課山口でございます。林道維持管理事業費で冬季の雪により

ます倒木ということで、倒木土砂崩落ということで今回お願いしているものなんですけれども、

このうちの鳥取中央線、こちらのほうにおきましてかなり大規模な崩落が起きております。そ

れで、こちらのほう側にかなりのお金がかかるかなということで概算計算はしたんですけれど

も、土砂撤去と法面補修ということで、まずは残土処理場等をちょっと整理してから、もう１

回発注しなきゃいけないよねということで、一旦そちらのほうを落とさせていただきました。

そのことによります減額ということでございます。路線数は当初どおりということでございま

す。以上です。 

◆田村繁已委員長 西村委員。 

◆西村紳一郎委員 私は減容化施設管理運営費で、ごみステーションをこの岡益にということで

ありますが、減容化施設から出る残渣は産業廃棄物じゃないかと思うんだけど、この地域支援

ということになって、農林でこのごみステーションを設置するということについての意味合い

ですね。通常、自治会が申請して、多少地元負担をしてごみステーションを設置する自治体が

あるんだけど、これは、計画的には岡益にこの減容化を持ってきたということで、そういうこ

とでされたのか、そこら辺でお尋ねしたい。

◆田村繁已委員長 山川課長。 

○山川泰成農政企画課長 農政企画課山川です。減容化施設につきましては、取りあえず現在順

調に運営をさせていただいておりまして、そこで出た残渣につきましては、分類としては一般

廃棄物の分類というふうに承知していただければというふうに思います。 

今回、補正を上げさせていただいた 98万 6,000 円につきましては、岡益の自治会のほうに小

型消防ポンプ用の倉庫とごみステーションを設置するための補助金を予算化させていただきま

したが、減容化施設を岡益の地域内に整備するに当たって、補償工事でもないですけども、多

少臭気等で迷惑をかけることもあるかもしれませんし、そこは万全にやっていきたいと思いま

すが、いろんな村の方々にも協力をしていただく必要があったりもするもんですから、そうい

った意味での補償業務的なことで今回この補助金を要求させていただきました。 

通常ですと地元負担も当然あって、そういった補助事業ですけども、今回については市のほ

うが全て見るということで、10 分の 10 の補助金ということで地元に交付するという予定にし

ております。以上です。 

◆田村繁已委員長 西村委員。 

◆西村紳一郎委員 確認ですけど、減容化造って地元から迷惑施設みたいな、そういうのとか、

例えば考えられるのは臭いですね、臭気とかで苦情みたいなことは出てないですか。
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◆田村繁已委員長 山川課長。 

○山川泰成農政企画課長 農政企画課山川です。そもそもクリーンセンターをそこに設置したと

きに、迷惑施設ということで旧国府町と地元の間でいろんな協定なんかもあったというふうに

伺っております。それで、廃止後我々が減容化施設の整備も相談させていただいたときも、や

っぱり同様に少し一部の方はちょっと迷惑施設っぽいようなニュアンスの発言もあったりして、

でも、そういったことでもないですということで丁寧に説明をして、地元としては了承してい

ただけたということでございます。現在運営はさせていただいておりますが、現時点ではとい

いますか、臭気等については、苦情等は今のところ入っておりませんで、順調にそういったこ

とも含めて地元とも良好な関係で事業をさせていただいているというような状況です。 

◆田村繁已委員長 ほかに、はい、米村委員。 

◆米村京子委員 じゃあ、１点だけお願いします。ちょっと私よく分かんなかったんですけども、

56 ページの上段の林道改良事業費っていうのがあるんですけども、この中の事業の内容に林道

高路岩坪線改良事業っていうので上がっているんですけども、岩坪の奥のほうはね、風車が来

るようになっていたんですよね、何か、今はどうか分かりませんけど。林道を整備するのと、

この風車との関連が分かれば教えてください。ないなら、ないでいいですし。 

◆田村繁已委員長 山口課長。 

○山口真二林務水産課長 林務水産課山口でございます。高路岩坪線の改良事業ということで、

こちらについては、この風車が始まるずっと前から実は改良事業させていただいておりまして、

幅員が今まで狭い３メーターだったところをトラックが走るように４メーターに拡幅するとい

うことで拡幅事業を行っております。そちらのための事業を今回も河川を渡るためのボックス

カルバートを設置したいということで、一連の事業の中でさせていただいておりますので、風

車のほうの事業とは一切関係のない形でさせていただいております。以上でございます。 

◆田村繁已委員長 米村委員。 

◆米村京子委員 たまたまタイミングよくこういうことが出てきたもんだから、ちょっとこれ危

ないなっていうふうに正直なとこ感じました、というところでございます。 

◆田村繁已委員長 はい、そのほかございますか。山口課長。 

○山口真二林務水産課長 林務水産課山口でございます。質問でいただきました安蔵森林公園の

利用者数でございますけれども、再度お話させていただきます。令和元年度は 7,118 名、令和

２年度が 6,218 名、令和３年度が 6,701 名でございます。以上でございます。 

◆田村繁已委員長 そのほかございますか 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

◆田村繁已委員長 ないようでございますので、以上で質疑を終結します。 

討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

◆田村繁已委員長 討論なしと認め討論を終結します。 

これより議案第 89号令和４年度鳥取市一般会計補正予算のうち、本委員会の所管に属する部

分を採決します。本案に賛成の方は挙手を願います。 
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〔賛成者挙手〕 

◆田村繁已委員長 挙手全員と認め本案は原案のとおり可決することに決定しました。 

議案第 100 号鳥取クレー射撃場の設置及び管理に関する条例の一部改正について（質疑・討

論・採決） 

◆田村繁已委員長 続きまして議案第 100 号鳥取クレー射撃場の設置及び管理に関する条例の一

部改正についてを議題とします。 

質疑を行います。質疑のある方は挙手をお願いします。長坂委員。 

◆長坂則翁委員 ６月 16日の説明のときに聞き漏らしたんかも分らんけれども、このクレー射撃

場の関係の条例改正、一部改正、ちょっと教えてください。この資料２の６ページにあるんで

すが、一番下段に、この教習射撃指導員さんというのは、今までいなくてこのたび新たに配置

をされて、この人の教習を受けるという仕組みだろうと思うんだけども、この指導員さんちゅ

うのは何名配置になるわけですか。 

◆田村繁已委員長 山川課長。 

○山川泰成農政企画課長 農政企画課山川です。おっしゃられるように教習指導員さんが従来確

保できてなくて、このたび猟友会さんの協力を得て１名教習指導員が確保できたということも

あって、本格的にうちとしても教習射撃の体制を整えるということでこのたび条例改正をさせ

ていただいたということです。現在としては１名の資格取得者の方にお願いをしようと思って

おりますが、来年度以降３名以上といいますか、少しずつ増えていく予定になっておりますの

で、それなりの体制で運営できるかと思っています。以上です。 

◆田村繁已委員長 長坂委員。 

◆長坂則翁委員 その指導員さんの身分っていうかね、さらに謝金制度になっとるんか、どうい

った身分なり、賃金関係はどういった形になっとるんですか。 

◆田村繁已委員長 山川課長。 

○山川泰成農政企画課長 農政企画課山川です。あくまでも外部の方に対する謝礼といいますか、

報奨金をお支払いするような予定にしております。ですから、公的な身分というのは持たない

といいますか、普通に謝礼という形で報酬をお支払いするという方です。給料とかではないで

す。 

◆田村繁已委員長 長坂委員。 

◆長坂則翁委員 それで条例改正されて改正後にね、ここにもあるように、銃砲刀剣類所持取締

法ですか。それに基づいて２万 6,400 円というのは、これは国か何かが定めた金額って理解す

ればいいのか、どうなんですか。 

◆田村繁已委員長 山川課長。 

○山川泰成農政企画課長 農政企画課山川です。先回も御説明差し上げましたが、２万 6,400 円

というのは、受講者１名が１回の講習で負担をする金額でございまして、猟友会さんとも協議

しながら、南部町にあります米子国際射撃場の受講料と同様水準の受講料にしております。国

の基準等に基づくものではございません。内容については、座学の講師料が 6,600 円、資料代
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が 1,650 円、実技の講師料が１万 3,200 円、銃の使用料は 4,950 円というような内訳での積み

上げでこの積算をしております。以上です。 

◆田村繁已委員長 ほかにございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

◆田村繁已委員長 ないようでございますので、以上で質疑を終結します。 

討論に入ります。討論はございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

◆田村繁已委員長 討論なしと認め討論を終結します。 

これより議案第 100 号鳥取クレー射撃場の設置及び管理に関する条例の一部改正についてを

採決します。本案に賛成の方は挙手をお願いします。 

〔賛成者挙手〕 

◆田村繁已委員長 挙手全員と認め本案は原案のとおり可決することに決定しました。 

議案第 107 号専決処分事項の報告及び承認についてのうち所管に属する部分（質疑・討論・

採決） 

◆田村繁已委員長 次に議案第 107 号専決処分事項の報告及び承認についてのうち、本委員会の

所管に属する部分を議題とします。 

質疑を行います。質疑のある方は挙手をお願いします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

◆田村繁已委員長 ないようでございますので以上で質疑を終結します。 

討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

◆田村繁已委員長 討論なしと認め討論を終結します。 

これより議案第 107 号専決処分事項の報告及び承認についてのうち、本委員会の所管に属す

る部分を採決します。本案に賛成の方は挙手をお願いします。 

〔賛成者挙手〕 

◆田村繁已委員長 挙手全員と認め本案は承認することに決定しました。 

議案第 109 号令和４年度鳥取市一般会計補正予算のうち所管に属する部分（説明・質疑・討

論・採決） 

◆田村繁已委員長 続きまして追加提案のあった議案に入ります。 

議案第 109 号令和４年度鳥取市一般会計補正予算のうち、本委員会の所管に属する部分を議

題とします。 

執行部より説明をお願いします。山川課長。 

○山川泰成農政企画課長 農政企画課山川です。それでは議案第 109 号補正予算の追加提案につ

いて農政企画課の所管の部分を報告させていただきます。予算書 15 ページで、事業別概要も 15

ページ上段でございます。お手元の資料３と資料４というものをお配りしております。資料３
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は２ページ、資料４では３ページに少し資料をつけておりますので参考にしていただけたらと

思います。 

御案内のとおりでございますが、コロナ禍や世界情勢で畜産の飼料の価格の高騰が続いてお

りまして、非常に畜産農家の経営を圧迫している状況だということでございまして、それらに

対する緊急的な支援を行おうとするものでございます。具体的には肉用牛、肉用豚、乳牛、採

卵鶏、肉用鶏というような分類になりますが、畜産の業界では、国によるセーフティネットと

いいますか、価格補填というような制度もあったり、配合飼料の価格安定制度というようなも

のもあって、ある程度サポートはしてあるんですけども、そのサポートができていない部分、

国の既存の制度で補填されない部分について、市としては補助を行おうというもので考えてお

ります。肉用牛、豚については予算額 378 万 8,000 円でございまして、これは、市としては４

分の１の補助率で交付する予定としております。それから乳牛、酪農農家ですが、予算額 6,436

万 2,000 円でございまして、こちらについては飼料代高騰分ということで６分の１の補助率で

支援をしようと考えております。それから採卵鶏、肉用鶏、養鶏農家への支援では予算額 144 万

8,000 円で、これも国の配合飼料価格安定制度、これは生産者の負担金というのがございます

が、それも負担金の上昇部分というものを市で４分１の補助率で支援をしようというふうに考

えております。 

こちらの今回の事業につきましては、あくまでも市の独自の支援制度というふうにお考えい

ただきたいというふうに思いますが、県も同様のスキームで補助事業を組み立てております。

我々が設定した補助率は、財源等との兼ね合いもあるんですけども、県の補助率の２分の１で

すね、全て２分の１をベースにこの補助率を設定しております。ですから、市が４分の１のと

ころは県のほうは２分の１の支援をしているというようなことでお考えいただけたらというふ

うに思います。それぞれ予算といいますか、積算につきましてはいろんなパターンがございま

して細かく記載はしておりませんが、結果的には県と市と協調して、こういった畜産農家の危

機的な状況というのの支援をしてまいりたいというふうに考えておりますので、御審議のほう

よろしくお願いしたいと思います。 

以上でございます。 

◆田村繁已委員長 山口課長。 

○山口真二林務水産課長 林務水産課山口でございます。それでは林務水産課が所管します事業

について説明さしていただきます。資料３のほうでいきますと３ページ、予算書でいきますと

15 ページ、事業別概要も同じく 15 ページの下段でございます。事業別概要を見ていただけれ

ばと思います。省エネ漁業推進事業費でございます。補助金 26 万 2,000 円をお願いするもので

ございます。新型コロナウイルス感染症の影響によります魚価の低迷、さらに燃油高騰がござ

いまして、こういったことに影響を受けております漁業者を支援するために、省エネ等経費削

減に資する機器の導入経費について助成を行いたいと思っとるものでございます。事業費 156

万 8,000 円に補助率６分の１を掛けまして、26 万 2,000 円を計上させていただいております。

これにつきましては、こちらのほうも県が別途事業を起こしておりまして、同様のスキームで

行っております。こちらのほうが、補助率が３分の１、うちの倍付ですね、補助率３分の１、
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合わせまして２分の１の補助となるようになっております。 

今回は酒ノ津と賀露の２名に対しまして、船外機や魚群探知機の導入に対しまして補助を行

いたいと思っております。 

林務水産課は以上でございます。 

◆田村繁已委員長 説明をいただきました。 

質疑を行います。質疑のある方は挙手をお願いします。長坂委員。 

◆長坂則翁委員 山川課長、ちょっと教えてください。事業概要で①、②、③でそれぞれありま

すよね、下段に。例えば、肥育養豚農家は何世帯あるんですか。それから酪農農家幾らとか、

養鶏農家、何世帯ちゅうだか、何人っていうんか、教えてください。 

◆田村繁已委員長 山川課長。 

○山川泰成農政企画課長 農政企画課山川です。十分じゃないかもしれないですけども、資料４

の３ページの右上のほうに飼養の状況ということで分類をしております。事業者数と飼育頭数

等書いております。これでよろしければお願いいたします。 

◆田村繁已委員長 長坂委員。 

◆長坂則翁委員 それで、この資料４の３ページにも書いてあるように、手続的にはね、この前

の米価下落のときはＪＡ経由だっていうことなんですけども、ここに事業実施主体で、青字で

ずっと畜産推進機構だとか、大山乳業だとか、やっぱりこれらを通じての補助金申請というこ

とですか。 

◆田村繁已委員長 山川課長。 

○山川泰成農政企画課長 農政企画課山川です。おっしゃられるとおりで、事業主体としては青

字で記載してあるところを対象に補助金を交付して、そこから各生産者に分配をするというス

キームになります。以上です。

◆田村繁已委員長 長坂委員。 

◆長坂則翁委員 鳥取市独自のいわゆる施策っていうんか、取組だということでいいことだなと

は思うんだけども、稲作については 100％農協に加盟をしておられると思うんだけども、本当に

この今回示されたこのそれぞれの農家さんっていうのは、それぞれのところに所属しておられ

るという自信と確信持って言えますか、どうですか。 

◆田村繁已委員長 山川課長。 

○山川泰成農政企画課長 農政企画課山川です。これは全て関係されますので、絶対関係されま

すので漏れはございません。以上です。

◆田村繁已委員長 長坂委員。 

◆長坂則翁委員 漏れはないという理解をすればいいんですね。はい。了解しました。 

◆田村繁已委員長 ほかにございますか。西村委員。 

◆西村紳一郎委員 関連ですけど、供給しているＪＡの果たす役割ちゅうのは、どのようになっ

とるんですか。 

◆田村繁已委員長 山川課長。 

○山川泰成農政企画課長 農政企画課山川です。ＪＡの果たす役割……（「飼料を提供しているの
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はＪＡ」と呼ぶ者あり）いろんな調達方法があるらしいですけども、あくまでその飼料を用意

する側だと思うので、ＪＡとしては。ＪＡさんが独自の企業努力で飼料価格を下げるっていう

のはいいとは思うんですけども、あくまでも今の購入価格に対する生産者の支援ということで

すので、今回のスキームには、ＪＡというのは入ってないという流れになります。以上です。

◆田村繁已委員長 西村委員。 

◆西村紳一郎委員 じゃあ、ＪＡとその畜産推進機構とは、これ連携されてないわけか。 

◆田村繁已委員長 山川課長。 

○山川泰成農政企画課長 農政企画課山川です。全く関係がないと思いませんけど、あくまでも

畜産推進機構さんが取りまとめをして、いわゆる価格上昇分でどんだけ使ったかっていうのを

把握された上で、それぞれの生産者に分配をしていく。お金を払うのは各生産者がＪＡさんの

とこに払うと思うんですけども、あくまでもこの機構を通じて生産者さんのほうに支援をして

いくという流れになると思います。以上です。 

◆田村繁已委員長 西村委員。 

◆西村紳一郎委員 じゃあ、農家が納品書なり、この支払証明持って推進機構に請求するような

パターンになるわけ。 

◆田村繁已委員長 山川課長。 

○山川泰成農政企画課長 農政企画課山川です。取りまとめの方法はちょっと具体的に伺ってお

りませんけども、いずれにしてもそういったもの、証票書類を持って確認をするんだというふ

うに思います。以上です。 

◆田村繁已委員長 ほかにございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

◆田村繁已委員長 ないようでございますので、以上で質疑を終結します。 

討論に入ります。討論はございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

◆田村繁已委員長 なしと認め討論を終結します。 

これより議案第 109 号令和４年度鳥取市一般会計補正予算のうち、本委員会の所管に属する

部分を採決します。本案に賛成の方は挙手願います。 

〔賛成者挙手〕 

◆田村繁已委員長 挙手全員と認め本案は原案のとおり可決することに決定しました。 

以上で農林水産部農業委員会の審査を終了します。御苦労さまでした。 

全ての日程を終了しましたので、文教経済委員会を閉会します。 

午後３時７分 閉会 
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